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緒 ロ

フエダイ科魚類（Lutjanidae）はスズキ亜目に属し，種類数が多く，熱帯・亜熱帯海域に広

く分布している。

本科に属する魚類はすべて典型的な魚形をし，体形も適当な大きさで，肉質もまた良好である

ため，熱帯，亜熱帯地域において広く嗜好され，重要な水産資源となっている。

現在までに知られている種類の概数は日本で10属32種，琉球で10属46種，フィリッピンで９属

49種，濠洲で８属34種，東南アフリカで10属32種となっている。

琉球においては本科魚類はカツオやマグロに匹敵する重要魚種で，生産量も多く，そのうちタ

カサゴ属（Caesio），フエダイ属（Lutjanus）のものが浅海における網漁業で漁獲される以外

はすべてやや深海に生息し，深海一本釣漁業の主要漁獲魚種となっている。

本科魚類の分類については多くの業績が知られているが，熱帯，亜熱帯地域ではあまりにも普

遍的過ぎるためか，内部形態まで深く堀り下げた比較研究はあまり行われていない'憾がある。

本科魚類の分類についてSchultzd953）は次のように述べている。“Ｗｈｅｎｌｈａｄ

ｅｘａｍｉｎｅｄｏｎｌｙａｆｅｗｇｅｎｅｒａｏｆｆｉｓｈｅｓｒｅｌａｔｅｄｔｏｔｈｅｓｎａｐｐｅｒｓｔｈｅｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎｏｆ

ｔｈｅｖａｒｉｏｕｓｆａｍｉｌｉｅｓａｎｄｓｕｂｆａｍｉｌｉｅｓａｓｓｏｍｅｔｉｍｅｓａｃｃｅｐｔｅｄｉｎｔｈｅｌｉｔｅｒａｔｕｒｅ

ｓｅｅｍｅｄｌｏｇｉｃａＬＢｕｔａｓｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｇｅｎｅｒａｓｔｕｄｉedincreased，ａｎｄｔｈｅｆｉｅｌｄ

ｂｒｏａｄｅｎｅｄｔｏｖａｒｉｏｕｓｒｅｇｉｏｎｓｏｆｔｈｅＡｔｌａｎｔｉｃ，Ｐａｃｉｆｉｃａｎｄｌｎｄｉａｎｏｃｅａｎｓ，ｔｈｅ

ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎｓｏｆｔｈａｆａｍｉｌｉｅｓａｎｄｓｕｂｆａｍｉｌｉｅｓｏｖｅｒｌａｐｐｅｄｓｏｍｕｃｈｔｈａtlconcluded

thatthegenerausuallyplacedintheLutjanidae，Pomadasyidae，Haemulidae，

Ｓｐａｒｉｄａｅ，Ｔｅｒａｐｏｎｉｄａｅ，Ｌｅｔｈｒｉｎｉｄａｅ，Ｅｍｍｅｌｉｃｈｔｈｙｉｄａｅａｎｄｏｔｈｅｒｓｎｅｅｄａｃａｒｅｆｕｌ

ｒｅｖｉｓｉｏｎａｎｄｎｅｗｄｉａｇｎｏｓｅｓ，，．

このようにフエダイ科の定義は不明確で，その分類は現在においてもなお混乱が続いている。

タカサゴ属を例にとって見るに，Jordan（1923)，Ｆｏｗｌｅｒ（1928.1931）はこれをイサキ科の

１属としているのに対し，WeberとdeBeaufortd936），Herre（1936.1953），Munro

d958）などはフエダイ科の１属とし，またMunro（1955），Ｓｍｉｔｈ（1953.1955），松原

（1955），富山・阿部（1958），Kamohafa（1958）などはタカサゴ科を設けている。また現

在多くの魚学者がスズキ科に入れているGlaucosoma属については，Jordan，Tanakaと

Snyderd913），岡田，松原（1938），松原（1955）などはこれをスズキ科に含めているのに

対し，JordanとEvermannd903)，JordanとRichardson（1909)，JordanとＴｈｏｍ

ｐｓｏｎ（1911），Fowlerd931），蒲原（1938）などはこれをフエダイ科の１属とし，Jordan

d923），kamohara（1958）などはＧ]aucosomidaeなる科を設けている。またSchultz
d953）はミゾイサキ属，タマガシラ属，フエフキダイ属などまでもフエダイ科に包含させて

いる。

このような混乱は要するにフエダイ科魚類の定義の不明確に起因するもので，分類に必要な形

質を外部形態にのみ求める場合には避け難いことといわなければならない。

魚類の系統的関係を明らかにするためには内部形質の比較研究が大いに重要であることは現在多

くの学者によって実証されている。

しかしながら本科魚類の分類研究に内部形質を取扱った学者は比較的少なく，筆者の知る限り

では，Katayamad934）はGenusVegetichthysについて骨格学的研究をし，それの類縁関
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係を論じているし，JordanとStarksd901）はAphareusfurcatusについて詳しい骨格

学的研究を行ない，その類縁を明確にし，Gregory（1933）は魚類の頭骨に関する一連の研究の

中でフエダイ科魚類の類縁・系統関係について簡単に論議している。最近赤崎（1962）はタイ型

魚類と共にフエダイ科の代表種の骨格学的研究を行ない，両者の間の類縁・系統について相当詳
しく論議している。

筆者は琉球産のフエダイ科魚類をできる限り多数解剖し，これらの内外諸形質を詳細に比較検

討することにより，フエダイ科魚類の定義を明確にし，さらにそれらの間の類縁・系統を明らか
にしようと試みた。

この研究では琉球産フエダイ科魚類１０属３５種の頭蓋骨，懸垂骨ならびに鯛蓋諸骨，顎骨，眼

骨，肩帯，腰帯，脊梁などの内部形態を詳細に比較し，それらの分類学的意義を明らかにすると

ともに属またはそれ以上の分類単位についての類縁関係も考察した。

この研究の対象は琉球産フエダイ科魚類に限られているので，その範囲が狭く，したがってこ

れらの結果からフエダイ科魚類全般にわたる論議をすることは不適当のように考えられるかも知

れない。しかしながら筆者の研究によれば，フエダイ科魚類の分散の中心地はフィリッピンから

東印度諸島にわたる海域と考えられ，この海域に産するフエダイ科魚類を琉球産のものと比較し

た場合，属はすべて共通であり，種ではその70％以上が共通となっている（筆者の推測によれば

将来は大部分が共通種となる可能性がある）。したがってこの研究は実質的には琉球，日本，フ

ィリッピン東印度諸島のフエダイ類の研究と見なしても差支えないと確信するものである。

この研究の結果から筆者は次に列記した９項の諸条件のすべてを具備する魚類はすべてフエダ

イ科にまとめることが最も妥当であるという結論に達した。

１．脊椎骨数は１０＋１４＝24個

２．鯛条骨数は７本

３．上主上顎骨を持たない

４．眼下骨床は第２眼下骨上だけに発達している。

５．腹鰭は１鰊５軟条で，騨鰭には必ず３鰊を持つ

６．脊鰭は１基

７．後耳骨を持っている（成体には認められなくとも少<もその幼期においては持っている）

８．主上顎骨は多少あるいは大部分眼前骨で被われる。

９．両顎歯に門歯あるいは臼歯を持つことはない。

筆者の新しい分類体系に従って琉球産フエダイ科魚類を分類すると次のようになる。

フエダイ科Lutjanidae

ハマダイ亜科Etelininae

ヒメダイ属ＰγｊｓｆｊＰｏ腕ｏＭｃｓ

ナガサキフエダイＰγｉｓｆｊＰｏ池ｏＭｃｓαγgy'０９γα加伽c"ｓ（Cuvieret

Valenciennes）

ヒメダイＰγjstjPo碗ｏｆ`essjc6o/αﾉノ（Bleeker）

オオヒメnjstjPo"zoMcsガノα”c"tos"ｓγOSC"ｓ（Castelnau）

キマダラヒメダイＰγjsrjPo”肌化ｓα〃γjcﾉﾉﾉα（Jordan，Evermann＆

Tanaka）

キンメヒメダイnjstjPo"zoMcsﾌﾞﾉｃＭＰｊ"jsShinohara
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チビキモドキ属Ａｐγｊｏ〃

アオチピキＡＰγｊｏ〃２Ｍγcsce〃sCuvieretValenciennes

ハマダイ属Efc〃ｓ

ハチジョウァカムッ Ｅ/c〃ｓ”αγs〃』（Jenkins）

ハマダイＥ/c〃Ｓｃα'６〃〃c〃/〃ｓＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ

シマチピキ属ＴγｏＰＭｊ岬〃ｓ

シマチビキＴγｏＰＭｊ〃ｊ"ｓｚｏ〃α〃ｓ（CuvieretValenciennes）

ハナフエダイＴγｏＰｊ`ｊ〃ｊ"ｓα腕Ce〃"ｓ（Snyder）

ウメイロ属Ｐαγczcacszo

ウメイロ Ｐαγαcacszojwz〃ｵﾉj"γ"ｓ（Bleeker）

アオダイＰαγczcacszocacγ"""ｓ（Katayama）

シマアオダイＰαγαｃａｅｓｊｏル〃sα点αγjノＡｂｅ

ヨゴレアオダイＰαγαｃｃｚｃｓｊｏｓｏＭＭ〃ｓＡｂｅａｎｄＳｈｉｎｏｈａｒａ

イシフエダイ属ＡＰ力αγC〃ｓ

イシフエダイＡＰんαγc"ｓ′"γCat"ｓ（Lac，epede）

オオグチイシチピキＡＰ/bαγc〃ｓγ〃ﾉﾉﾉα〃sCuvieretValenciennes

フエダイ亜科Lutjaninae

フエダイ属Ｌ〃ｊα〃"ｓ

ミナミフエダイ（新称）Ｌ〃/α〃"ｓノoﾉbﾉｶﾉﾒ（Bloch）

ｺﾞﾏﾌｴﾀﾞｲ Ｌ"ﾉﾉα〃"ｓｃｚγｇｃ"f伽αc"/αｵ"ｓ（Forskal）

アミメフエダイ（新称）Ｌ〃〃〃"Ｓｃ化c"ssα/"ｓ（CuvieretValenciennes）

バラフエダイＬ伽/α〃"ｓ６ｏ"αγ（Forskal）

オキフエダイＬ〃/α""ｓＵａｊｇｊｃ"sｊｓ（QuoyetGaimard）

ニセクロホシフエダイＬ〃/α""ｓ′"ＪＵｊ〃α沈加α（Forskal）

イッテンフエダイＬ〃ｊα〃"ｓ池o"ostjg腕ａ（CuvieretValenciennes）

ヨコスジフェダイＬ"ﾉﾉα""ｓＵｊ〃ａ（QuoyetGaimard）

キンセンフエダイＬ"ノル〃"ｓノノ"ＣＯ/α〃ｓ（Ruppell）

キスジタルミ Ｌ"ｵﾉα〃"ｓγ"/Ｍ"ｅａｔ"ｓ（CuvieretValenciennes）

ロクセンフエダイＬ〃/α〃"ｓｓＰｊＪ"γ"ｓ（Bennett）

ヨスジフエダイＬ"ﾉﾉα〃"shczs〃γａ（Forskal）

スミツキフエダイ（新称）Ｌ"ﾉﾉα""Ｍ"ｇｏ"ｊ"ｓ（EvermannandSeale）

ヒメフエダイＬ"ﾉﾉα〃"sgj66"ｓ（Forskal）

センネンダイ Ｌ"ｵﾉα〃"ssc6zzc（CuvieretValenciennes）

マダラタルミ属MZzcoルァ

マダラクルミ MZzco〃γ〃ｉｇ”（Forskal）

イトヒキフエダイ属Ｇ/α6γj/〃ｊα〃"ｓ

ｲﾄヒキフエダイ Ｇ/α6γﾉﾉ〃/α""ｓ〃c腕α'０Ｐ/bｏｒ"ｓ（Bleeker）

タカサゴ亜科Caesioninae

タカサゴ属ＣａｅＣｊｏ

クマササハナムｐ Ｃｑｌｃｓｊｏｒｊ化ＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ
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ｃγＷ/zγｏｇａｓ/ｃγＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ

ｊｒα〃f〃ｏ〃ｏｍｓＢｌｅｅｋｅｒ

ｃａｃγ〃〃〃γｅ〃ｓＬａｃ，eｐｅｄｅ
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ユメウメイロ

ウメイロモドキ

ササムロ
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第１章研究材料と方法

第１節調査魚種

この研究に用いた標本は，1958年から1964年にわたる期間に，主として筆者によって琉球各地

から採集されたもので，１種（東京大学理学部に保管）を除いてはすべて琉球大学文理学部生物

学教室に保管中のものである。標本の種類，尾数，体長などは第１表に示した通りである。
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第２節研究方法

標本中同一種類が２個体以上あるものについては１個体以上を解剖用に供し，１個体の標本し

かないものは外部観察にとどめた。また別に記載はしていないが，同種類の魚の骨格をなるべく

多数比較する要がある場合は，魚市場で骨格のみを入手し，なるべく多数の骨について比較研究

するように努めた。

骨格の観察は必要に応じてアリザニン・レッド染色してから行った。諸種の形質について比較

検討し，個体によって変異の度合の高い形質は除き，同一属の種間では比較的安定している形質

を探究するよう努力した。

第３節計測方法と術語

魚体各部の測定と計数は松原（1955）に準じて次の通り行った。

標準体長〔Standardbodylength）：上顎吻端か下尾軸骨後縁までの長さ。

頭長（headlength）：上顎吻端から鯛膜後端までの長さ。

体高（bodydepth）：腹鰭始部から垂直上方に背部辺縁までの高さ。

体幅（bodywidth）：体の左右の最も広い幅。

吻長（snoutlength）：吻端から眼の前縁までの長さ。

上顎長（lengthofupperjaw）：吻端から主上顎骨の後端までの長さ。

眼径（eyediameter）：眼の水平径。

両眼間隔（interorbitalwidth）：両眼間の最短の幅。
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眼下幅（suborbitalwidth）：眼窩の下縁から眼前骨の下縁までの最短の長さ。

胸鰭および腹鰭長（lengthofpectoralandofpelvicfin）：最上又は最外の鰭条の基底

から鰭の先端までの長さ８

鰭条の計数〔ｎｕｍｂｅｒｏｆｆｉｎｒａｙ）：軟条は不分枝のものも１本として数え，背，しり鰭の

最後の鰭条は２本が基底部で密接しているので，これを１本として数える．

側線上の有孔鱗数（poredscalesonlateralline）：側線上にある有孔鱗の総数。

側線上方鱗数（scalesabovelateralline）：側線から上方背鰭始部までの１横列の鱗数で，

側線鱗を含まない。

側線下方鱗数〔scalesbelowlateralline）：しり鰭始部から前上方に走る１横列の鱗数で，

側線鱗を含まない。

頬鱗数（cheekscales）：眼から前鯛蓋骨の隅角に至る鱗列数。

鯛紹数（Numberofgillrakers）：第１鯛弓の外側鯛紹数で，上下枝は“＋”の符号で区

別し，その中間にあるものは下枝鯛祀に数える。

脊椎骨数（vertelralcounts）：尾部棒状骨を１個の脊椎骨として数え，腹椎骨と尾椎骨は

"＋”の符号で区分する。

骨格と体各部の術語は，松原（1955）に準拠した。

第２章比較解剖

琉球に産するフエダイ科魚類35種について解剖し，その内部形態および計数的形質などについ

て，その形状・安定性・変異性・分化の程度・系統的価値などを詳しく比較検討した。

第１節頭蓋骨（cranium）

フエダイ科魚類の頭蓋骨は現在までにJordanとStarks（1901)，Starksd926）Gregory

（1933)，Katayama〔1934)，堀田（1961）および赤|崎（1962）などによって研究されていろ。

JordanとStarksd901）はイシフエダイの頭蓋骨を詳しく記載し，その類縁系統にもふれ，

この類がフエダイ科に属することを明らかにしている。

Starksd926）はフエダイ科魚類のうち，ウメイロ属,チビキモドキ風ハマダイ属および

イシフエダイ属からそれぞれ１種ずつをえらび，それらの頭蓋骨の筋骨域の形態的特徴を記載し

ている。Gregoryd933）はフエダイ科魚類，イサキ科魚類およびタイ科魚類の頭蓋骨を比較

し，それらの類縁系統について示唆を与えていろ。Katayamad934）はアオダイについて詳

しく頭蓋骨を図示し，この種類の類縁関係について論議している。また赤崎（1962）および堀田

〔1961）はそれぞれの立場から研究し，この科の魚類の系統的な問題に対してかなり有効な示唆

をあたえている。

しかしながら，フエダイ科魚類全般にわたる頭蓋骨の詳細な比較はいまだ行なわれていないの

で，筆者はできる限り多数の種類について比較解剖を試みた。

記載

頭蓋骨の各部を形成する諸骨，ならびにそれらの配列状態に関しては，本科魚類を通じて同一

（Caesio属だけは例外的で，幼時においては後耳骨は確認されるが，成魚になると翼耳骨とゆ

合して後耳骨は認められなくなる）であるけれども，詳しく調べて見ろと，頭蓋骨の一般的形態
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および構成要素である諸骨の形態には属によってかなりの差異が見られる。

鋤骨（vomer）は頭蓋骨の最前端部に位置する不対のくちばし状の骨で，その前方下縁は口蓋
骨の上部先端と密に接触している。この骨の背正中線上には縦に’隆起が走っている。この隆起

の発達状態はウメイロ属（図３ルタカサゴ属（図５）およびフェダイ属（図４Ａ.Ｂ）におい

て，とくに著しく突出している。腹面から見ると，鋤骨は頭部と柱状部の２部に分けられる。大

部分の種類では柱状部の腹中線は溝状に凹んでいるが，フエダイ属，イトヒキフエダイ属，マダ

ラタルミ属（図４Ａ.B､C､，.）タカサゴ属（図５）などの属では反対に幾分膨出気味であり，ウ

メイロ属はちょうどこれらの中間の形態を示している。鋤骨歯の発達状態は属あるいは種によっ

て異なっている。ヒメダイ属（図１，Ａ.Ｂ)，ハマダイ属（図２，Ｅ､F)，チピキモドキ属（図2,1)，

フエダイ属，マダラタルミ属，シマチビキ属（図１，Ｃ､Ｄ）およびウメイロ属などにおいては，こ

の歯はよく発達しているが，タカサゴ属においてはこれを有する種類と有しない種類があり，イ

トヒキフエダイ属では退化の程度が著しく，殆んど消失しているし，イシフエダイ属（図２，Ｇ．

Ｈ）では鋤骨頭部は特化して凹み，全然歯を欠く。

筋骨（ethmoid）は鋤骨の後方に位置する不対の骨で，後部は左右の額骨の間に入りこんでい

る。この骨の背中線は一般に隆起し，鋤骨上の隆起と連続して１体となり，いわゆる筋骨一鋤骨

隆起（ethmoid-vomerinekeel）を形成している。筋骨は＿般に額骨に接している筋骨上後部

（postero-superiorportion）と，左右の前額骨にはさまれている筋骨下部の２部に分けられ，

この中で特に上後部の形態は，属間でかなり著しく異なっている。飾骨上後部を上面から見た形

は属により特異的で，イシフエダイ属では上面中央部はやや膨出した菱形状で，この後半部は左

右にやや広く離れた額骨の下に接している。ウメイロ属では上面が幾分凹んだハート形，ヒメダ

イ属，ハマダイ属およびチビキモドキ属ではやや方形状で，その前縁の左右両端に角状の突起が

あり，フエダイ属，シマチビキ属などでは額骨の中央前部から前方へ細長く延長し，前端は鉾状

となっている。マダラタルミ属，イトヒキフエダイ属では筋骨背中線の隆起は後方では低くなり，

そのために筋骨上部は際立って突出したように見える。タカサゴ属では筋骨上後部に相当する部

分は凹み，額骨と筋骨間に菱形状の凹みを形成している。

前額骨（prefrontalbones）は筋骨の両側に位置して対をなす骨で，前部は鋤骨に，後部は

額骨に，下部は副模骨にそれぞれ接続し，後縁は眼窩前縁を形成している。この骨は外側方へや

やかさばった突起部を形成し，この骨の下縁部には普通３つの頚突起が見られ，１個は前方に位

置し，２個は眼窩前縁部に上下並んである.前方のものと後方下部のものはともに口蓋骨に対す

る関節面となり，後部上方のものは眼前骨との強固な関節面となっている。したがってこの願突

起の発達状態は，口蓋骨ならびに眼前骨の形態と密接な関係がある。口蓋骨や眼前骨が弱小な種

類では，これらの願突起も小形となっている。また前額骨外側方の形態は属により特異的で，チ

ビキモドキ属，フェダイ属，イトヒキフエダイ属，マダラタルミ属およびイシフエダイ属では，

眼窩前縁と嗅腔（筋骨の外側，嗅孔附近の腔所）との間の厚さが最も厚く，ウメイロ属，ヒメダ

イ属，およびシマチピキ属これに次ぎ，ハマダイ属およびタカサゴ属は最も薄くて，板状となっ

ている。

額骨（frontalbones）は頭蓋骨の背面を形成し，その前端は筋骨と前額骨に接続し，後方で

上後頭骨，ろ頂骨，翼耳骨，模耳骨，翼模骨などに接している。また下縁は眼窩の上縁を形成し

ている。額骨の形態は同じ属の種間ではよく似通っているが，属間の相異はかなり顕著で，属の

特徴としては極めて有効な形質であると思われる。この骨の概観的は形態はイシフエダイ属，上
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メダイ属，シマチビキ属，チビキモドキ属およびハマダイ属などにおいてはよく似ていて，その

背面の大部分は，広くて平坦であり，この平坦部とこれに続く後部とは明瞭に１線を画してい

ろ。これらでは上後頭骨隆起は額骨上までは延長せず，平坦部正中線の長さより短いのが一般で
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ある。ところがウメイロ属では顎骨上面平坦部は，上後頭骨隆起の前進に伜ない次第に前方へ圧
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縮されている。アオダイにおいては平坦部の長さは，上後頭蓋骨隆起の長さの３分の１程度に圧

縮され，シマアオダイにおいてはさらに６分の１程度に圧縮され，ウメイロにいたっては正中線

上では，平坦部はほとんど消失してしまっている。

フエダイ属，マダラタルミ属，イトヒキフエダイ属およびタカサゴ属などでは，額骨上面の平

坦部は消失する。タカサゴ属，イトヒキフエダイ属などでは，上後頭骨隆起はウメイロに似て著

しく前方まで前進し，前方では額骨隆起と連続し，この隆起は額骨前端まで達している。また額

骨上面には上後頭骨隆起に平行して前後に走るろ頂骨隆起に連続した隆起が見られる。この隆起

の形状も属により特異である。ヒメダイ属，シマチビキ属，ハマダイ属，イシフエダイ属，チビ

キモドキ属およびウメイロ属ではこの隆起は，額骨上面平坦部によって明確にさえぎられている

が，フエダイ属，マダラタルミ属およびイトヒキフエダイ属では額骨上面でゆるやかに消失して

行き，タカサゴ属ではこの隆起は額骨の前端まで長く延びている。一般にフエダイ科魚類の左右

の額骨は正中線で密接し，前方では筋骨上後部と密着していて，その間に間隙は見られないが，

ハマダイ属，イシフエダイ属では前後に細長い間隙があり，ウメイロ属では三角形状の小孔が見

られる。額骨下面の形態も属により特異的である。フエダイ科魚類の額骨下面には強固に骨化し

た２条の隆起が平行して前後に走り，さらにその内側に下方に向かう板状の額骨隆起が１対突出

している。このような形態はヒメダイ属，シマチピキ属，ハマダイ属，チビキモドキ属およびイ

シフエダイ属に見られ，基本形と思われる。ウメイロ属においては，内側の板状突起は次第に低

くなる傾向が見られ，タカサゴ属，フエダイ属，マダラタルミ属およびイトヒキフエダイ属など

ではこの板状突起は全くなくなっている。タカサゴ属を除くすべての属においては，額骨上面に

１～３対の感覚管の開口が見られる。

上後頭骨（supraoccipitalbone）頭蓋骨の後部背中線上に位置する不対の骨で，背面は亀甲
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状をなし，その背中線上を走る隆起は一般によく発達し，薄板状でやや三角状を呈している。そ

の発達状態は属により特異な形状を示している。ヒメダイ属，ハマダイ属，シマチビキ属，イシ

フェダイ属およびチビキモドキ属ではよく類似し，上後頭骨隆起は上後頭骨上で終わり，額骨上

に延長することはなく，その先端は眼窩中央部より前方まで延びる事はない。ウメイロ属では上

後頭骨隆起は著しく前方まで延長する。アオダイにおいては眼窩中央部を趣えて前方へ延長し，

シマァオダイ，およびウメイロでは殆んど眼窩前縁上方まで延長している。タカサゴ属，フエダ

イ属，マダラタルミ属およびイトヒキフエダイ属において上後頭骨隆起は額骨隆起に連続し，い

わゆる額骨一上後頭骨隆起をつくっており，とくにマダラタルミ属およびタカサゴ属では額骨一

上後頭骨隆起は背中線上を額骨の先端まで延長している。

ろ頂骨（Parietalbones）は額骨と上耳骨との間に位置する骨で，外側部は翼耳骨に接し，

上後頭骨によって左右にへだてられた１対の骨で，その背面には上後頭骨隆起と平行して走る隆

起がある。この隆起は前方では額骨隆起と連なり，後方では上耳骨突起に連続している。

上耳骨（Epioticbones）は頭蓋骨の脳室部の上後部に位置する左右対をなす骨で，側部は翼

耳骨に，前部はろ頂骨に接し，内側は上後頭骨の介在によって左右のものは分離している。後部

は下方に切り立ったようにまがり，脳室の後壁を形成し，その外側稜は強硬な骨化により柱状の

支えとして働いている。また，後部外側部は突出して上耳骨突起（epioticprocess）をなし，

この上面は後せつじゅ骨の背側枝に対する関節面となっている。この突起の発達状態は属により

特異である。フエダイ属，マダラタルミ属およびタカサゴ属においては，上耳骨突起は側方に突

出した突起と，後方に突出した突起があり，ともによく発達している。ウメイロ属では側方に向

かう突起はよく発達するが，後方に向かう突起は発達の度合が弱く，ヒメダイ属，シマチビキ属

およびイトヒキフエダイ属においては，後方に向かう突起は殆んど痕跡的となり，さらにハマダ

イ属，チビキモドキ属およびイシフエダイ属などではこの突起は全く消失してしまっている。

翼耳骨〔pteroticbones）は頭蓋骨の後部外側面を形成する骨で左右対をなしている。前方

では額骨，腹側前方は模耳骨，前下方は前耳骨，後下方は後耳骨と外後頭骨，内側はろ頂骨と上

耳骨にそれぞれ関節している。この骨の背面外側には背方に向かう顕著な板状の隆起があり，そ

の先端は前方の額骨の隆起に連なっている。この隆起には前鯛蓋骨や歯骨に通じる１連の感覚管
が走っている。

外後頭骨（exoccipitalbones）は頭蓋骨の中央最後端部に位置する左右１対からなる骨で，

前部は前耳骨に，腹側では基底後頭骨に，背側では翼耳骨，後耳骨，上耳骨および上後頭骨にそ

れぞれ関節している。大孔（foramenmagnum）の下には扁平な関節願があって第１脊椎骨と
関節している。この関節類は殆んど相接していて，属の特徴となりうる明りょうな差異は認めら
れない。

基底後頭骨（basioccipitalbone）は頭蓋骨の下部の最後端に位置し，上部は外後頭骨に，

前部は前耳骨に，下部は副模骨に，後端は第１脊椎骨に関節している不対の骨である。腹側前部
は副模骨後縁とともに動眼筋室の後部開口部を形成している。この開口部の形態は属により差異
が見られる。ウメイロ属（図３，Ａ3．Ｂ３），タカサゴ属（図５，Ａ3.Ｂ３），ハマダイ屋（図２，Ａ３

Ｂ３）およびイシフエダイ属（図２，Ｇ３・Ｈ３）では開口は大きく，ヒメダイ属（図１，Ａ3．Ｂ３)，
マダラタルミ属（図４，，）およびフエダイ属（図４，Ａ３.Ｂ３）では幾分前者より小さくなってい

る。シマチビキ属（図１，Ｃ3.,3）では開口はやや大きいが，内方で急に狭くなり特異な開口を

している。またチピモドキ属（図２，１３），イトヒキフエダイ属（図４，Ｃ３）では開口部は著しく
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狭くなり，イトヒキフエダイの老成魚ではこの開口は殆んど閉鎖されている。

副摸骨（parasphenoid）は頭蓋骨の腹縁を形成する細長い不対の骨である。この骨の前端の
腹側では鋤骨の柱状部に，背側では前額骨の下部にそれぞれ関節し，後部は背側では基底模骨，
前耳骨および基底後頭骨にそれぞれ関節している。この骨の後端は深く欠刻し，基底後頭骨の下
縁とともに動眼筋室の後部開口部を形成している。副模骨の形態は属により特異的で，属の特徴
として有効なものと認められる。ヒメダイ属とシマチビキ属では幅広く，その中央部下面を縦に
走る浅い溝があり，また前耳骨前縁の延長と副喫骨下縁との角度は鈍角である。イシフエダイ属

は上記の２属とよく似ているが，ただ角度が直角をしている点で異なる。ウメイロ属では副模骨
の幅は広いが，下面が殆んど平坦となり，ハマダイ属では下面は凹んで溝状をなしているが幅が
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狭くなっている。チピキモドキ属は幅は広いが下面中央部はやや膨出し，フエダイ属，マダラタ

ルミ属およびイトヒキフエダイ属では幅は広いが副模骨下面中央部は著しく隆起して龍骨状を呈

し，後部は平たくなっている。タカサゴ属では副模骨の幅は著しく狭くなっている。

模耳骨（sphenoticbones）は翼耳骨の前部に位置し，眼窩の後壁を形成している。前方は

額骨および翼喫骨に，腹側は前耳骨にそれぞれ縫合をもって接続している.

翼模骨（alisphenoid）は脳室の前壁および眼窩蓋部を形成する扁平な１対の骨である。翼喫

骨は後方は前耳骨，背後方は模耳骨，腹後方は基底喫骨，背側は額骨にそれぞれ縫合をもって接

続している。この左右の翼喫骨は，縫合によって中央部で相接している型と，左右の骨が広く分

離している型とに分けられる。前型に属するものとしてはヒメダイ属，イシフエダイ属およびシ

マチピキ属があり，後者にはウメイロ属，タカサゴ属，ハマダイ属，チピキモドキ属，フエダイ

属，マダラタルミ属およびイトヒキフエグイ属がはいる。ただしフエダイ属の中でセンネンダイ

は例外的で左右の翼喫骨が腹中線で縫合している。

基底模骨（basisphenoid）は翼模骨の下部に接続する小さい骨で，その前下部中央から下方

へ扁平な板状突起が延び，副模骨の背面に接している。
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Fig.５．Ｕｐｐｅｒａｎｄｌａｔｅｒａｌａｓｐｅｃｔｏｆｔｈｅｃｒａｎｉｕｍｉｎ２ｓｐｅｃｉｅｓ･Ａ１－ＢＬｄｏｒｓａｌ
ａｓｐｅｃｔｏｆｔｈｅｃｒａｎｉｕｍ；Ａ２－Ｂ２，１ａｔｅｒａｌａｓｐｅｃｔｏｆｔｎｅｓａｍｅ；Ａ３－Ｂ３，ventral
aspectofthebasioccipita１．Ａ，Ｃａｅｓｉｏｄｉａｇｒａｍｍａ；Ｂ，Ｃ、erythrogaster．

後耳骨〔opisthoticbones）は頭蓋骨後部に位置する扁平な小さい骨で左右対をなしている。

この骨は頭蓋骨の腹面で翼耳骨一外後頭骨縫合部を被うている。一般に後部に突起を有し突起の

後方は凹みをつくっている。後せつじゅ骨の腹枝はこの凹みの部分で，結合組織によって強く付

着している。フエダイ科魚類は一般に後耳骨を持つが，タカサゴ属の成体においてはこれが認め

られない。しかしながら体長約120ｍｍ以下の幼魚の頭蓋骨では明りょうに後耳骨を認めること

ができる。Tomiyamad931）はタイ型魚類の成体では後耳骨は認められないが，マダイの稚

魚においては後耳骨が認められ，この骨は膜骨として形成され，後に翼耳骨と癒合してしまい，
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遂に独立した後耳骨は認められなくなることを報告している。タカサゴ属の場合も全くこれと同

様で，体長120ｍｍ位までは独立の後耳骨を認められるが，その後，次第に翼耳骨と癒合してし

まい，ついに独立の後耳骨は認められなくなるものと推察される。

論議

Ａ頭蓋骨の分類学的意義

従来から頭蓋骨の分化の状態は，魚類の系統および類縁を知る上に重要な形質としてとり扱わ

れてきた。実際，頭蓋骨を見てその魚の属する科や属を知ることが可能である。

琉球産フエダイ科魚類10属35種の頭蓋骨を比較解剖し，詳細に検討した結果，(1)鋤骨歯の有無，

(2)筋骨一鋤骨隆起の発達程度，(3)鋤骨柱状部腹面に溝状の凹みの有無，(4)筋骨上後部の形状，（５）
額骨上面および下面の形態，(6)上後頭骨隆起の発達程度，(7)ろ頂骨一額骨隆起の形状，(8)上耳骨
突起の発達状態，(9)副模骨下面の形状，（10左右の翼模骨の接着状態などの諸形質は属あるいは亜
科の分類に有効な形質であることがわかった。

Ｂ頭蓋骨の分化に関する考察

フエダイ科魚類の頭蓋骨の分化の過程は比較的複雑のようで，系統類縁をあらわすに有効と思

われるこれらの形質は必ずしも相互に平行して特化したとは考えられない。しかし総括的に見て
各属間相互の類縁系統を示唆すると思われる形質は(1)鋤骨柱状部腹面の形状，(2)額骨上面並びに
下面の形状，(3)額骨一上後頭骨隆起の発達程度，(4)副喫骨下面の形状，(5)筋骨上後部の形状など
で，これらの諸形質に基づいてフエダイ科魚類は４型に大別される。〔第２表）

Table２．ＣｈａｒａｃｔｅｒｓｏｆｔｈｅｃｒａｎｉｕｍｉｎＲｙｕｋｙｕanLutjanidfishes

Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

…|牙捌…|糊:苣…｜
￣－－＿＿＿＿-- …|瀞雛１

ＧｅｎｅｒａＦｒｏｎｔａｌ

Ｐｒｉｓｔｉｐｏｍｏｉｄｅｓ
Ｔｒｏｐｉｄｉｎｉｕｓ
Ａｐｈａｒeｕｓ
Ｅｔｅｌｉｓ

Ａｐｒｉｏｎ

fｌａｔａｎｄ
ｂｒｏａｄ

ｂｒｏａｄａｎｄ
ｃｏｎｃａｖｅ

ｌｌｃｏｎｃａｖｅ aｂｓｅｎｔ

…伽忙総藝協･wJ;鯛P『
ｂｒｏｏｄａｎｄ

ｆｌａｔ
２ Paracaesio

Lutjanus
G1abrilutjanus
Macolor

fｌａｔａｒｅａ
ａｂｓｅｎｔ

bｒｏａｄａｎｄ
ｃｏｎｖｅｘ

３ ｃｏｎｖｅｘ ｐｒｅｓｅｎｔ

瑞::腱andlCaesio４ 〃 〃 〃

第１型の角.類は額骨上面に広い平坦部を有し，上後頭骨隆起は額骨上に延びることなく，これ
を遮断する明りょうな１境界線があることが顕著な特徴である。本型に属する魚類は前記の諸形
質がよく類似し，相互間に密接な類縁関係があることを示唆するが，これらのうちイシフエダイ
属は鋤骨歯を全く消失していることから，特化の度合が最も高いと推定される。

第２型の魚類は第１表でわかるように，第１型と第３型・第４型の中間的形質をそなえたもの
である。
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第３型のものは副喫骨下面中央部に縦に走る龍骨状隆起があることが著しい特徴といえる。

第４型の魚類は上後頭骨隆起に続いて額骨隆起が延長し，この隆起は額骨前縁まで延びている，
筋骨上後部に相当する部分は凹んでいて，鋤骨一筋骨隆起は急に消滅している，副模骨下面の幅
が著しく狭いことなどの諸点で他と異なっている。

以上の諸点およびその他の重要形質を綜合して考察した場合，(1)鋤骨歯を有する，(2)鋤骨柱状

部腹面は中央部が凹んでいる，(3)顎骨上面に広い平坦部を有する，(4)額骨下面に板状隆起を持

つ，(5)上後頭骨隆起は額骨上まで延長しないなどの諸形質は普遍性が大きく，本科魚類の頭蓋骨

の基本型と考えられる。したがって上表では第１型が基本型に近いものである。第２型のウメイ

ロ属は頭蓋骨の諸形質に関して中間的位置を占めている。とくに本属内の各種類の魚の額骨およ

び上後頭骨に見られる種々の段階の変異は，フエダイ科魚類の頭蓋骨の分化の経緯を示唆するも

ののようである。ウメイロ属の中で最も特化の程度が高いと考えられるウメイロはタカサゴ属の

ユメウメイロと頭蓋骨の概観が類似しているばかりでなく，額骨，副模骨および上耳骨などの形

状もよく類似し，さらに体形や体色までもよく似通っている。また一方，ウメイロ属のアオダイ

は額骨上に隆起なく，上後頭骨隆起線を遮断する明瞭な１境界線があり，その前面にはかなり広

い平坦部を持っていて，第１型の基本型によく似ている。ただ上後頭骨隆起がやや前方まで延長

している点で第１型のものと異なっている。要するに頭蓋骨に関する限りでは本科魚類はヒメダ

イ属やシマチピキ属などの型から第２型の各段階を経て，第３型・第４型へと特化したと考える

のが妥当のようである。

第２節顎 骨Ｏａｗｓ）

記載

フエダイ科魚類の顎骨に関しては，Gregory（1959）の簡単な記載および赤崎（1958）の記

載があるだけで，フエダイ科全般にわたる詳細な点については不明な所が多い。

フエダイ科魚類は上顎に前上顎骨の各１対の骨を，また下顎には歯骨，関節骨および角骨の３

対の骨をそなえている。本科魚類には上主上顎骨（supramaxil1ary）は認められない。

前上顎骨〔premaxillary）は吻の先端と口の上縁を形成する１対の骨で，側面から見るとＬ

字形をなし，この前方で上後方に向かって轡曲し，反対側の骨と正中線で縫合していろ。この骨

の前上部は練状を呈し，前上顎骨柄状突起（premaxillarypedicle）と呼ぶ（Matsubara

l943)。この突起はさらに２部にわけられる。すなわち前部が上向突起〔ascendingprocess)，

後部が関節突起（articularprocess）である。前上顎骨柄状突起の後縁上方にはアリザリンレ

ッドに染まらない豆粒状の軟骨がある。フエダイ科魚類においては上記両突起は深い欠刻によっ

て明瞭に区分されるのが特徴的である。Ｌ字状をなすこの骨の底辺部をｒａｍｕｓといい，この部

分の上縁中央に突起がある。この突起を後上顎骨突起（postmaxillaryprocess）といい，こ

の突起は主上顎骨の内側に入り込み，この突起が支点となって前上顎骨は前方に伸出するように

なっている。したがって前上顎をよく伸出できる種類の魚ではこの突起がよく発達している。タ

カサゴ属の中には２枝に分れた後上顎骨突起を持つものがある。（図7,○.）。Schultzd953）

はこの２叉した後上顎骨突起を持つ種類に対して，Pterocaesioなる属名をあてている。イシフ

エダイ属を除く他のすべての属では後上顎骨突起はかなりよく発達している。イシフエダイ属（

図６，Ｇ.Ｈ）では□は著しく特化し，上顎は殆んど仲出さすことができなくなっている。このた
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ｚｏｎａｔｕｓ；Ｄ，Ｔ・ａｍｏｅｎｕｓ；Ｅ，Eteliscarbunculus；ＲＥ・ｍａｒｓｈｉ；Ｇ，Ａｐｈａｒｅｕｓ

ｆｕｒｃａｔｕs；Ｈ，Ａ・rutilans；LAprionvirescens；Ｊ，Paracaesioxanthurus；Ｋ，Ｐ・

kusakarii；Ｌ・Lutjanusvaigiensis．

め突起は退化して殆んど痕跡的となっている。なお前上顎骨柄状突起の形態は属によりかなり特

異的である。ヒメダイ属，シマチビキ属，ハマダイ属，チピキモドキ属，マダラタルミ属および

フエダイ属では互によく類似し，前上顎骨柄状突起とｒａｍｕｓとの角度はほほ直角で，また柄状

突起の長さはｒａｍｕｓの長さより一般に短い。（図６，Ａ．Ｂ、Ｃ・，.Ｅ・Ｆ．Ｉ．Ｌ，図７，Ｍ．○)。
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ただしフエダイ属の中では前上顎骨柄状突起は幾分延長する傾向が見られ，この属から更に高度

に特化したと見られるイトヒキフエダイ属（図7,Ｎ）においてはこの突起は著しく延長しｒａｍｕｓ

の長さより長くなっている。ウメイロ属（図６，Ｊ．Ｋ）とタカサゴ属（図7，○．Ｐ）においては

前上顎骨柄状突起とｒａｍｕｓのつくる角度はやや鈍角となり，なおタカサゴ属の前上顎骨柄状突

起は前上顎骨とは癒合せず，ゆるく接着し，相当高度に特化しているようである。

主上顎骨（maxillarybones）は細長い棒状の骨で，その前端下縁はくら状となって前上顎

骨の関節突起に関節し，後方は側扁し，その内側は前上顎骨の後端外側に靱帯で結合し，前部は

前上顎骨上に乗っかかり，後部では前上顎骨後半を覆いかくしている。この骨には著しい特徴は

見られない。

歯骨（dentary）は下顎の主要部をなす骨で，下顎の前縁を形成しているもり形ないしＶ字形

の骨である。この骨の上縁には下顎歯が並んでいる。歯骨および前上顎骨は□部を形成する主要

な骨であるから，それらの形態はそれぞれの□の形態によりかなり異なっている。ただ概観的に

は顕著な差異が認められないため，属の特徴を記述することはやや困難である。

関節骨（articular）は大きな強固な骨で，前部はとがり，歯骨のＶ字形間隙の中へ入り込

み，これと強固に接着している。関節骨後縁上部にやや大きな凹みがあり，ここに方骨の突出部

が陥入して関節している。また背側後部にも上向する突起が見られ，その突出の程度は属あるい

は種によって若干異なっている。ハマダイ属，ヒメダイ属，シマチピキ属，ウメイロ属，マダラ

タルミ属およびイトヒキフエダイ属では突起はやや発達し，チビキモドキ属，イシフエダイ属お

よびタカサゴ属では突起は弱く，フエダイ属においては種々の発達段階のものが見られる。

０Ｍ Ｎ

、
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ﾐﾐﾐ空三雲：
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Fig.７．Ｔｈｅｏｕｔｌｉｎｅｏｆｔｈｅｌｅｆｔｓｉｄｅｏｆｔｈｅｊａwbonesin4species・
fulviflamma；Ｎ，G1abrilutjanusnematophorus；QMacolorniger；

diagramma；Ｑ，Ｃ・erythrogaster．

Ｍ･ＬｕｔＪａｎｕｓ

ｐ，Caesio

角骨（angular）は非常に小形の骨で，関節骨の後下部へしっかりと付着し，下顎の後縁部を

形成している。
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両顎歯（teethonjaws）本科の魚類は両顎に犬歯および円錐歯をそえており，臼歯や門歯を

持たない。ヒメダイ属，シマチビキ属，チビキモドキ属，ウメイロ属，ハマダイ属，フエダイ

属，マダラタルミ属およびイトヒキフエダイ属では互によく似ていて，上顎では外側に並ぶ１列

の歯はやや大きく，その内側には絨毛状歯帯が細長く延びている。下顎歯は上顎のそれとよく似

ているが，ただ内側の絨毛状歯帯は前方の部分に限られており，側方および後方には絨毛状歯帯

を欠いでいる。イシフエダイ属では□裂は著しく大きく，両顎歯は退化的であるが，両顎全縁に

尖鋭な微小歯が列生している。本属内のオオグチイシチビキの歯は，上顎では全縁にわたり微小

歯が数列に並び，下顎では前方で数列，後側方で１列に並んでいるのに対し，イシフエダイでは

上顎も下顎も全縁にわたり２列以上に微小歯が列生している。タカサゴ属では上顎歯は１列のも

のと，２列もしくはそれ以上列生しているものとがあり，下顎には１列のやや大きな歯が外側に

並び，その内側では前方の部分だけに絨毛状歯帯が見られる。

論議

Ａ両顎骨の分類学的意義

フエダイ科魚類の両顎骨は変異の度合が小さく，したがって顕著な特徴は見出し難い。しかし

ながら各属の間にみられるこれらの骨の差異を詳細に検討した場合，明らかに属としての特徴を

見出すことができる。比較解剖の結果，（１）前上顎骨上向突起の高さ，（２）前上顎骨上向突起と

ramusの下縁とのなす角度，（３）後上顎骨突起の形，（４）歯骨の形状，(5)両顎歯の形態などの

諸形質は属の分類形質として有効であることがわかった。

Ｂ両顎骨の分化に関する考察

この類の両顎骨は互によく類似しているので，これらの骨の分化について論ずることは適切で

ないように考えられるが，両極端を代表するものについて比較すると，それらの間に相当な差異

が認められ，かつかなりはっきりした系統的関係を示唆するものがあるようである。本科魚類の

両顎歯の基本型はヒメダイ属とシマチピキ属などに見られる型と考えられ，これにごく近い形の

ものはチビキモドキ属，ハマダイ属，ウメイロ属，マダラタルミ属およびフエダイ属などで，イ

トヒキフエダイ属，イシフエダイ属およびタカサゴ属ではかなり特化が進んでいるようである。

ハマダイ属では口裂がやや大きくなり，上顎の伸出はやや困難となっているため，前上顎骨およ

び歯骨は延長して細長くなり，後上顎骨突起はゆるやかで低くなっている。イシフエダイ属では

口裂は更に大きくなり，上顎の伸出は殆んど不可能の状態になっている。そのため前上顎骨およ

び歯骨はハマダイ属におけるよりも一層延長し，後上顎骨突起も殆んど認められないほどに退化

している。また，両顎の歯帯も著しく特化して微小な歯が両顎に幅狭く列生し，この歯は老年角

においては次第に消失する傾向が見られる。これらの事から綜合して，特化の程度の高いイシフ

エダイ属の両顎はフエダイ科に見られるような基本型からハマダイ型を経て，さらに高度に分化

していると考えられ，両顎および歯の形態はサバ類のそれに酷似するようになる。またタカサゴ

属の両顎骨は基本型とは相当異なっているが，ウメイロ属の中のシマアオダイやウメイロとは両

顎骨の一般的形態および前上顎の上向突起とｒａｍｕｓの下縁との角度などの諸点でよく類似して

いる。したがってタカサゴ属の両顎骨は基本型からアオダイ型に分化し，さらにシマアオダイ・

ウメイロ型を経て，タカサゴ型の両顎骨に分化したものと考えられる。一方，イトヒキフエダイ

属の両顎骨は基本型からヨスジフエダイの型を経てセンネンダイ型となり，さらに特化した形態

を示すものと考えられる。
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第３節懸垂骨および鯛蓋諸骨

（suspensoriumandopercularapparatus）

記載

フエダイ科魚類の懸垂骨および鯛蓋諸骨については赤崎（1958）が“日本産タイ型魚類の研
究，，に記載している以外には殆んど研究されていない。

本科魚類の懸垂骨はすべて口蓋骨，翼状骨，中翼状骨，後翼状骨，方骨，接続骨および舌顎骨

の７つの骨からなり，鯛蓋骨は前鯛蓋骨，間鯛蓋骨，主鯛蓋骨および下鯛蓋骨の４つの骨からな

っており，これら各骨の一般的な配列状態は本科魚類を通じて本質的な差異は見られない。

舌顎骨（hyomandibular）は長方形か方形の強固な骨で，その後縁下部に舌顎骨突起（hyc-

mandibularprocess）と呼ぶ長い突起がある。この突起の先端はわずかの間隙をはさんで接

続骨に接している。舌顎骨の後部外面には高い縦走隆起が発達し，前鯛蓋骨の前縁はこの隆起の

後側としっかり接着している。舌顎骨の上部は強固で幅広く，３個の関節願が発達している。前

関節頚はやや丸くて喫耳骨に接着し，中央関節願は長楕円形の接着面で翼耳骨のくぼみに陥合

し，後関節類は主鯛蓋骨の前縁のくぼみとしっかり関節している。舌顎骨の下縁と舌顎骨突起の

前縁は後翼状骨に縫合をもって接している。この骨の，属による変異は比較的小さくて，ただ舌

顎骨後方中央から斜前上方に向かう縦走隆起がやや特徴的である。ヒメダイ属，シマチピキ属，

イシフエダイ属，チビキモドキ属およびハマダイ属などでは，この縦走隆起はよく発達してお

り，これは舌顎骨突起の基部から徐々に隆起し，次第に高度を増し，後部関節顎の前方を前部関

節類の方向に向って進み，上記両関節頚のほぼ中央部において隆起は急に低くなっている（図８，

Ａ．Ｂ・Ｃ.，．Ｅ・Ｆ・Ｇ.Ｈ・Ｉ）。ウメイロ属（図９，Ｊ．Ｋ）では，上記したのとよく似た形

質をそなえるが，隆起の発達の程度がやや劣っている。タカサゴ属，フエダイ属，マダラタルミ

属およびイトヒキフエダイ属ではこの隆起の前方は急に低くならないで，前部関節頬に向かって

徐々に低くなっていろ。

後翼状骨（metapterygoid）は鞍状の形をした薄い骨で，後縁は舌顎骨の前縁と接し，下縁

後部は接続骨に接している。前縁の上半は縫合をもって中翼状骨と，また下半は軟骨帯をはさん

で方骨とそれぞれ接続している。この骨は詳細に検討すれば，属により多少の差異は認められる

が顕著な特徴は見出し難い。

接続骨〔symplecticbone）は小さい棒状の骨で，上半部は前方で後翼状骨に，後方では前

鯛蓋骨に接し，下半部は方骨下縁の内部にある溝に入りこんでいる。

方骨（quadrate）は扁平な扇形の厚い骨である。後下縁は肥厚し前鯛蓋骨と接続し，この内

側の溝に接続骨が侵入している。下縁の前端はくら状に肥厚し，関節願を形成している。この部

分で関節骨後縁中央の凹みに強固に関節している。

中翼状骨（mesopterygoid）は薄片状の骨で，眼窩床部の大部分を形成している。フエダイ

科魚類ではこの骨は一般によく発達し，口蓋骨と後翼状骨の間を内側に向かって広くひろがって

長楕円形をなしている。

翼状骨（pterygoid）は口蓋骨と方骨の間にはさまれた小さい肥厚した骨で，後方へ三か月形

にまがっている。翼状骨の上前端は口蓋骨の後端に縫合状に固く接着し，上縁は中翼状骨に，後

縁は方骨にそれぞれ接する。この骨の形態は属によりやや特徴がある。チビキモドキ属，フエダ

イ属，マダラタルミ属，イトヒキフエダイ属，ウメイロ属，タカサゴ属，シマチピキ属および上
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ｉｎ８ｓｐｅｃｉｅｓ・LAprionvirescens；Ｊ，ParacaesioxanthurusK，Ｐ・kusakariiL，
Lutjanusvaigiensis；Ｍ，Ｌ、fulviflamma；Ｎ，G1abrilutjanusnematophorus；０．
Ｍａｃｏｌｏｒｎｉｇｅｒ；Ｐ，Caesioerythrogaster．

メダイ属などでは翼状骨の中央部の幅はやや広く，骨の上面はチビキモドキ属，フエダイ属，マ

ダラタルミ属およびイトヒキフエダイ属では平滑で扁平になっているが，ヒメダイ属，シマチビ
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キ属ウメイロ属およびタカサゴ属では，骨の上面中央部は隆起して著しく肥厚している。一方，

イシフエダイ属，およびハマダイ属では翼状骨は幅狭く，よく肥厚している。

ロ蓋骨（palatine）は肥厚した強固な骨で，懸垂骨の最前方にあり，その後縁下半部は翼状骨

と縫合状に接着し，後縁上半部は中翼状骨にそれぞれ接している。この骨の前端には前口蓋骨突

起（prepalatineprocess）がよく発達し，棒状に突出している。この突起の前端は靱帯によ

って主上顎骨の前部に接着し，またその下方の湾入部は，主上顎骨の前方にあるこぶ状隆起の溝

の背面に陥入している。この骨の一般的な形態は属によりかなり特徴が見られる。タカサゴ属

（図９，Ｐ）ではロ蓋骨は薄くて細長い延長形で，前口蓋骨突起は口蓋骨下縁の走る方向に延長し

ている。ウメイロ属（図９，Ｊ．Ｋ）ではやや細長くて，輪郭はタカサゴ属のそれに似ているが，

骨の内側が著しく肥厚して，強硬な骨を形成している。ウメイロ属ではすべて口蓋骨に絨毛歯を

持っているが，タカサゴ属では口蓋骨に歯を持つ種類と，痕跡的な歯を持つ種類あるいは全く持

っていない種類などもまちまちである。ヒメダイ属，シマチビキ属，イシフエダイ属およびハマ

ダイ属（図８，Ａ.Ｂ・Ｃ．，.Ｅ・Ｆ・Ｇ.Ｈ）などでは口蓋骨の1幅は長さの約40％程度で，口蓋

骨の内側は著しく肥厚している。この類ではイシフエダイ属を除きいづれも絨毛歯を持っている。

フエダイ属，マダラタルミ属およびチビキモドキ属（図９，１．Ｌ・Ｍ・○）の口蓋骨は薄いが幅広

く，その幅は長さの5Ｍを越え，イトヒキフエダイ属（図９，Ｎ）では著しく短くなり，幅は長

さの約２倍となっている。

前鯛蓋骨〔prerer〔lc）は燈垂骨と鰡蓋諸骨とを連結する扁平な大きな骨で，半月形を呈して

いる。この骨の前縁上半は舌顎骨と舌顎骨突起との後面に接着し，前縁の中央よりやや下方で接

続骨と接し，さらにその前方においては方骨と接続している。前鯛蓋骨の外縁は上部で主鯛蓋骨

に，下部で間鯛蓋骨にそれぞれゆるく接している。この骨の形態は属により特徴がある。イシフ

エダイ属，タカサゴ属およびイトヒキフエダイ属では，前鯛蓋骨の外縁は硬骨化が不充分で，角

質薄片状となっており，チビキモドキ属では隅角上方に痕跡的な鋸歯が見られる以外は全縁が平

滑となっており，ヒメダイ属では隅角を中心に，両側に向かって弱い鋸歯が発達し，ウメイロ

属，ハマダイ属およびシマチビキ属では全縁が細かい鋸歯状を呈している。フエダイ属およびマ

ダラタルミ属では外縁の鋸歯は特によく発達して粗い鋸歯状となり，外縁隅角上部に深い１欠刻

を有する種類もある。前鯛蓋骨の中央部には，その上端から下縁にわたり１本の感覚管が通って

いる。ヒメダイ属，シマチピキ属，イシフエダイ属およびチビキモドキ属では，感覚溝の外側部

に顕著な隆起をそなえ，隆起部の下部を感覚溝が走っている。イシフエダイ属とチビキモドキ属

では感覚管の上面は顕著な隆起によっておおわれ，隆起の後縁部数か所に小さな開孔（感覚孔）

が見られる。ハマダイ属，フエダイ属，マダラタルミ属，タカサゴ属およびウメイロ属では感覚

管の上面にある隆起は不UH瞭で，感覚管は前鯛骨の内部を貫通し外側面には数か所に感覚孔が見

られる。

主鰕蓋骨（opercle）は大きな扁平な骨で，やや菱形を呈する。よく発達したくぼみが前端部

にあって，舌顎骨の関節類と強くかみ合っている。骨の後縁は，タカサゴ属を除くすべてはｖ字
形にゆるく欠刻している。

下鰕蓋骨（subopercle）はうすい板状の骨で，主鯛蓋骨の下縁に位置し，その前縁上方には

鈎状突起があり，この突起の部分で主鯛蓋骨，前鯛蓋骨および間鯛蓋骨と互に重なり合ってい

る。この骨の外縁はシマチビキ属およびチピキモドキ属では弱い鋸歯状を呈するが，他属ではす
べて平滑となっている。
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間鯛蓋骨（interopercle)は多少とも肥厚し，その上部は前鯛蓋骨の下にかくれ，後部は下鯛

蓋骨の前腹縁を被うている。骨の前端には強靱な靱帯が付着し，その前方にある下顎の角骨後端

にしっかり付着している。この骨の外縁にはTropididiniuszonatus〔シマチピキ）に限り痕

跡的な鋸歯が認められる。

論議

本科魚類の懸垂骨および鯛蓋諸骨は互によく類似していて著しい特徴は見出し難い。比較的顕

著な特徴は□蓋骨および翼状骨の形状などに見られる。これらの形質から本科魚類は次の４型に

分けられる。（第３表）

Ｔａｂｌｅ３．ＣｈａｒａｃｔｅｒｓｏｆｔｈｅｓｕｓｐｅｎｓｏｒｉｕｍｉｎＲyukyuan

Lutjanidfishes

Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

Ｔｙｐｅｓ Ｇｅｎｅｒａ

Ｐｔｅｒｙｇｏｉｄ Ｐａｌａｔｉｎｅ

G1abrilutjanus
Macolor

Lutjanus
Aprion

ｒａｔｈｅｒｗｉｄｅ，
fｌａｔａｎｄｔｈｉｎ

tｈｉｎａｎｄｗｉｄｅ１

Ａｐｈａｒｅｕｓ
Ｅｔｅｌｉｓ

２ ｎａｒｒｏｗａｎｄｔｈｉｃｋ

tｈｉｃｋａｎｄｗｉｄｅ

ＰｒｉｓｔｉｐＯｍｏｉｄｅｓ
Ｔｒｏｐｉｄｉｎｉｕｓ

３
rａｔｈｅｒｗｉｄｅａｎｄ

ｔｈｉｃｋ
Ｐａｒａｃａｅｓｉｏ

Ｃａｅｓｉｏ
tｈｉｎａｎｄｎａｒｒｏｗ４

第１型では口蓋骨は薄くて扁平で，その'幅はやや広くなり，翼状骨は中央部の幅がやや広く，

骨の外面は平坦でやや薄くなっている。

第２型では□蓋骨は厚く肥厚し，その１幅はやや広く，翼状骨の幅は狭くて，肥厚している．

第３型では口蓋骨の形状は第２型のそれと同様であるが，翼状骨は幅がやや広く，肥厚してい

る。

第４型では翼状骨は第３型のそれと似ているが，口蓋骨が薄く，また狭くなっている。

これらの諸点を綜合すると，フエダイ科魚類の翼状骨および口蓋骨の形態はヒメダイ属，シマ

チピキ属，ハマダイ属およびイシフエダイ属などに見られるのが基本型で，これらの型から一方

ではチピキモドキ属，フエダイ属，マダラタルミ属，さらにイトヒキフエダイ属の型へと特化し

たと考えられる。一方，これと反対の方向に特化したと考えられる型がウメイロ属やタカサゴ属

などに見られるようである。

骨（orbitalbones）第４節眼

記載

眼骨はフサカサゴ上科（Matsubara，1943)，スズキ科魚類（Katayama，1959）アジ科（鈴

木，1961），タイ型魚類（赤崎，1962）などの分類学的研究において，属，亜科ないしは科蕾間の

類縁や系統を知る上に重要な形質としてとり扱われてきた。フエダイ科魚類の眼骨の特徴として，
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赤|崎（1958）は第１眼下骨が眼前骨よりはるかに小さい点で他のタイ型魚類と異なると述べてい

る。筆者は琉球産フエダイ科魚類36種について眼骨を詳細に比較検討した結果，これらでは眼下

骨床が第２眼下似胃のみに発達していること，眼下骨は完全に連らなった５個の骨からなること，

ならびに赤崎（1958）が指摘した通り，第１眼下骨は眼前骨よりはるかに小さいこと，などの３

つの形質をそなえ，しかもこれらの形質はフエダイ科魚類を規定する上の重要な共通の特徴であ

ることが明らかになった。これ以外の点ではそれぞれ属あるいは種により多少の差異が認められ

る。
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preorbital；１ｓ０，firstsuborbital；２Ｓ０，secondsuborbital；３ｓ０，third

suborbital；４ｓ０，５ｓ０，forth，fifthsuborbital；ＳＯＳ，suborbitalshelf．

Ａ，Ｐｒｉｓｔｉｐｏｍｏｉｄｅｓａｒｇｙｒｏｇｒａｍｍｉｃｕｓ；Ｂ，Ｐ・ｆｉｌａｍｅｎｔｏｓｕｓｒｏｓｅｕｓ；Ｃ，Ｔｒｏｐｉｄｉｎｉｕｓ
ｚｏｎａｔｕｓＤ，Ｔ・ａｍｏｅｎｕｓＥ，Eteliscarbunculus；ＲＥ･ｍａｒｓｈｉ；Ｇ，Ａｐｈａｒｅｕｓ

ｆｕｒｃａｔｕｓ；Ｈ，Ａ・rutilans；LAprionvirescens；Ｊ，Paracaesioxanthurus；Ｋ，Ｐ・

kusakarii；Ｌ，Lutjanusvaigiensis；Ｍ，Lfulviflamma；Ｎ，G1abrilutjanus

nematophrus；０，Ｍａｃｏｌｏｒｎｉｇｅｒ；RCaesioerythrogaster．
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フエダイ科魚類の眼骨は１個の眼前骨〔preorbitalbone-1acrimal）はどの眼下骨よりも

大きく，四角形，菱形あるいは三角形状を呈している。この骨の上部には，前額骨と関節するた

めの結節がよく発達している。骨の下縁部は比較的平滑で，薄くなっている。フエダイ属，マダ

ラタルミ属，シマチビサ属，ヒメダイ属およびチピキモドキ属では互によく似ていて，やや四

角形である（図10,Ａ．Ｂ、Ｃ、Ｄ、１．Ｌ、Ｍ）。これらの属のうち，フエダイ属では眼前骨の形

状の変異の幅が広くて，その長さと幅（眼前骨の前後の１幅を長さ，上下垂直の長さを幅とする）

の関係は一定せず，長さが幅より長いもの，長さと幅がほぼ等しいもの，長さが幅よりやや短い

ものなど種類によって区々である。マダラタルミ属，シマチピキ属，ヒメダイ属およびチビキモ

ドキ属ではすべて長さが幅より大きく，中でもシマチビキ属が最も顕著で，その長さは幅の約

1.5倍となっている。またハマダイ属，ウメイロ屋およびイシフエダイ属では，眼前骨は著しく

延長型となり，長さは幅の約2.5倍ないしそれ以上となっている。第１眼下骨qstsuborbital

bone）は眼前骨と第２眼下骨の間に介在する骨で，四角形，三角形，菱形などに近い形態をし

た小骨である。第２眼下骨は第１眼下骨に後続する骨で，眼下骨のうちでは最も大きく，またこ

の骨に限って眼下骨床を形成している。眼下骨床の形態は属により多少の差異は認められるが顕

著な特徴とは認め難い。第３・第４・第５眼下骨はすべて小さい長方形の骨で眼下骨床が形成さ
れることはない。

眼前骨，眼下骨には１連の感覚管が貫通し，この感覚管は頭蓋骨に通している。

眼骨の形態は魚類の系統や類縁を知る上に重要な形質と考えられるが，フエダイ科魚類の眼骨

には顕著な特徴は認め難い。しかしながら詳細に比較検討した場合，各属間の類縁系統を知る上

に有効と思われるいくつかの形質を認めることができる。そのうちでも眼前骨と第２眼下骨の形

状が最も有効な形質と考えられる。眼前骨の形態から本科魚類は３つの型に大別される(第４表）

Ｔａｂｌｅ４ＣｈａｒａｃｔｅｒｓｏｆｔｈｅｐｒｅｏｒｂｉｔａｌｂｏｎｅｉｎＲｙｕｋｙｕａｎ
ｌｕｔｊａｎｉｄｆｉｓｈｅｓ

Ｃｈａｒａｃｔｅｒｓ

Ｔｙｐｅｓ Ｇｅｎｅｒａ
Ｐｒｅｏｒｂｉｔａｌｂｏｎｅ

Ａｓｌｏｎｇａｓｗｉｄｅ，ｏｒａｌｉｔｔｌｅｓｈｏｒｔｅｒ
ｔｈａｎｗｉｄｅ
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Lutjanus

１

Macolor
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Tropidiniｕｓ
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２

Ａｐｈａｒｅｕｓ
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第１型は眼前骨の長さは幅と同長かあるいは幅の方がやや長いもので，フエダイ属（図10,Ｌ

．Ｍ），およびイトヒキフエダイ属（図10,Ｎ）がこれに入り，第２型は長さは幅より長いが，

'幅の1.5倍よりは長くないもので，これにはマダラタルミ属，ヒメダイ属（図10,Ａ．Ｂ・○），

シマチピキ属〔10,Ｃ・Ｄ）およびチピキモドキ属（図１０，１）が入る。第３型は長さが幅の２倍

ないしはそれ以上に達する型で，ハマダイ属（図10,Ｅ・Ｆ)，イシフエダイ属（図10,Ｇ゜Ｈ)，

ウメイロ属（図10,Ｊ．Ｋ）およびタカサゴ属（図10，○・Ｐ）がこれに属する。
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以上の点から考察すると，本科魚類の眼前骨の基本形は第２型の示す形態に近いように考えら

れる。フエダイ属はこの基本形から，眼前骨の長さが漸次短くなる方向に特化が進んだものと考

えられ，さらに一層この方向への特化が進んだと考えられるのがイトヒキフエダイ属である。ま

たイシフエダイ属，ハマダイ属，ウメイロ属およびタカサゴ属では，反対に眼前骨が延長する方

向に次第に特化したと考えられる。

また一方，第２眼下骨床の形状から属間の類縁関係を検討した場合，ヒメダイ属，シマチビキ

属，チビモドキ属，イシチピキ属およびウメイロ属では眼下骨床は長楕円形状によく発達し，そ

の長さは幅（眼窩の内側に張り出したその長さを幅とする）より著しく長い，またフエダイ属，

ハマダイ属およびイトヒキフエダイ属では長さを減じ，幅を増す方向へ特化し，タカサゴ属では

反対に幅を減ずる方向に特化したと考えられる。

帯（shouldergirdle）第５節肩

記載

フエダイ科魚類の肩帯に関しては，赤崎（1958）によって概括的な研究がなされたが，本科魚

類全般にわたってはなお不明な点が多い。本科魚類の肩帯は後せつじゆ骨，上鎖骨，鎖骨，肩岬

骨，烏塚骨，後鎖骨および４個の輻射骨からなり，各骨の配列状態は全種類を通じて差異は認め

られない。

後せつじゅ骨（posttemporal）は肩帯の最上部に位置する骨で，前部は深く２叉している。

その背枝は前上方に向かって延び，その先端は上耳骨に附着している。その腹枝は前下方に伸長

して，その先端は後耳骨の後縁のくぼみに接着している。本科魚類の後せつじゅ骨の後縁は一般

に鋸歯状となっているが，チビキモドキ属（図１１，１)，ハマダイ属〔図11,Ｅ、Ｆ)，イシフエダ

イ属（図11,Ｇ．Ｈ）およびイトヒキフエダイ属（図12,Ｎ）などでは後縁は幾分軟かく角質化

して，鋸歯は退化し，痕跡的となっている。

上鎖骨（supracleithrum）は扁平な長楕円形の骨で，上部は後せつじゆ骨の後部内側に接着

し，下部は鎖骨上縁を被うように重なっている。上鎖骨の形態は，属による著しい差異は認めら

れない。ただ上鎖骨前縁部が他の部分と明瞭に１線を画して肥厚した型と，全面平坦となってい

る型とが区別される。フエダイ属，イトヒキフエダイ属およびイシフエダイ属は後者に属し，そ

の他の属はすべて前者の型に属する。

鎖骨（cleithrum）はやや複雑な形をした大きな轡曲した骨で，肩帯の下部の支柱となってい

る。上部は幅広くて扁平で，上縁には上鎖骨の上端に向かう顕著な1つの練状突起がある。下半

部は細長く伸長し，内外両葉が張り出している。内葉の後半部に肩''１１骨，前半部には烏啄骨が接

着し，その先端部は噛状に尖っている。鎖骨上縁の練状突起の後縁基部轡入部の角度について赤

崎（1958）はフエダイ科魚類は鈍角であると記載しているが，筆者が各属について比較した結果

では必ずしも鈍角に限っておらず，属により差異が認められた。大部分の属では赤崎（1958）の

記載通り脅入角度は鈍角をなしているが，イシフエダイ属とタカサゴ属ではタイ型魚類における

と同じで明瞭に直角をなし，またハマダイ属では多くは鈍角となっているが，個体によっては直

角のものも観察される。

肩脾骨（scapula）は中央に１孔孔を有する扁平な骨で，前方上縁は鎖骨下半部後縁と縫合を

もって，下縁は烏曝骨と軟骨を介して接着している。普通，その後縁には３個の輻射骨が軟骨を

介して接着している。
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Fig. 11. The outline of the left side of the shoulder girdle in 12 species. CL,
cleithrum; CO, coracoid; PC, postcleithrum; POT, post-temporal; SC,
supracleithrum; SCA, scapula; A, Pristipomoides argyrogrammicus; B, P.
filamentosus roseus; C, Tropidinius zonatus; D, T. amoenus; E, Etelis
carbunculus; F, E. marshi; G, Aphareus furcatus; H, A. rutilans; 1, Aprion
virescens; ], Paracaesio xanthurus; I{, P. kusakarii; L, Lutjanus vaigiensis.
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烏曝骨（Coracoid）は上縁は肩胖骨に，その前縁は鎖骨の後縁にそれぞれ接している。普通

この骨と鎖骨との間に細長い三角形またはくさび形の中空部を形成している。

Aｌ
Ⅳ

瓦

－－Ｆ

、

Ｐ

Ｏ豆ミニラミ,－－～、
－－－~、､.'--戸

一口■口．
～、

、

（
_〆

（

ごﾍﾞﾐｭ

Ｆｉｇ．１２．Ｔｈｅｏｕｔｌｉｎｅｏｆｔｈｅｌｅｆｔｓｉｄｅｏｆｔｈｅｓｈｏｕｌｄｅｒｇｉｒｄｌｅｉｎ４ｓｐｅｃｉｅＳ・
Ｍ，Lutjanusfulviflamma；Ｎ，Glabrilutjanusnematophorus；０，Ｍａｃｏｌｏｒ

ｎｉｇｅｒ；Ｐ，Ｃａｅｓｉｏｅｒｙｔｈｒｏｇａｓｔｅｒ．

後鎖骨（postcleithrrum）は薄片状の骨で，上下２個の骨片からなる。上位の骨片はやや紡

錘形の板状骨で，先端は鎖骨の上後半裏側に靱帯を介して強く接着し，この骨の下縁には下位の

後鎖骨の上縁後半が重なって接着している。この骨は薄くて，へら状または刀劒状をなし，肩帯

を体後方に支持するため，その後下端は腹筋中に埋没している。

輻射骨（radials-actinosts）は肩脾骨と烏曝骨の後方に並んでいる，胸鰭を支持する小さ

な骨で桿状を呈し，肩1111骨に３個，烏塚骨に１個接着している。

論議

フエダイ科魚類の肩帯はいずれもよく似通っているが，後せつじゅ骨の形，鎖骨上部の赫状突

起の後縁基部の鐵入の角度などは本科魚類各属間の類縁を知る上に有意な形質と考えられる。上

記２つの形質から本科魚類は第５表に示した通り３つの型に大別される。
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上記の２形質を基にして肩帯の分化を考察するに，後せつじゅ骨の後縁がよく硬骨化し，鋸歯

状となっている方が基本形であり，また鎖骨上の鰊状突起の後縁基部の湾入角度はゆるく鈍角を

なす型が基本形と考えられる。この観点からすると，ヒメダイ属，ウメイロ属，シマチビキ属，

マダラタルミ属およびフエダイ属は肩帯に関する限りにおいては基本形に近く，チビキモドキ

属,ハマダイ属およびイトヒキフエダイ属は上記の属よりは後せつじゅ骨の特化が進んでおり，
イシフエダイ属,タカサゴ属などは更に鎖骨にも特化の傾向が認められる。

第６節腰 帯（pelvicgirdle）

記載

フエダイ科魚類の腰帯に関しては未だ比較研究が行われていない。したがってこの器官の分類

学的意義については，現在のところ何もわかっていない。筆者の比較研究の結果によると，腰帯

は属によりかなり特異性を有し，属あるいは種の分類に有意な形質であることがわかった。

腰帯は胸部に位置し，正中線上で相接する２個の骨で構成されている。その前部は鎖骨の内側

にしっかりと付着し，後部は腹鰭鰭条と関節している。腰帯は上面ないしは下面から見ると，延

長した二等辺三角形を呈している。そして前方に向かって徐々に幅が狭くなっている。この先端

部はアジ科魚類（鈴木，1961）ではすべて左右の骨は合一して尖っているし，スズキ科魚類（

Katayama，1959）では先端は合一して尖った型と，左右の骨は先端部で互に離れて２叉した型

とが見られる。フエダイ科魚類では先端部は合一型と２叉型とがある。ウメイロ属，タカサゴ

属，マダラタルミ属およびハマダイ属では先端部が合一して尖っており（図13,Ｅ・Ｆ，図14,

Ｊ．Ｋ・０．Ｐ），これら以外の属では先端部は２叉している。これらのうちでも特にイトヒキフ

エダイ属では左右の腰骨は大部分が離れていて，ただ基部で１部分が左右接着している（図14,

Ｎ）。腰帯を構成する左右１対の骨は，正中線上において背方に向かって高くなり，正中線上で
両骨の内縁は合一し，隆起線を形成している。

左右の側面には背部および腹部に沿うて縦走する２つの薄い隆起が発達している。Mastubara

d943）はこれらの隆起をそれぞれ上腰帯隆起（suprapelvickeel）および下腰帯隆起（

subpelvickeel）と名づけている。さらに下腰帯隆起の内側に低い小さな隆起が発達している
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場合がある。Katayamad959）はこの隆起をaccessorysubpelvickeelと名づけ，鈴木

（1961）はこれを間腰帯隆起（interpelvickeel）と名づけている。この間腰帯隆起が発達して

いる種類はヒメダイ属，イシフエダイ属，シマチビキ属およびハマダイ属などで，チピキモドキ

属では多くはこの隆起は認められないが，ごく稀にこの隆起を持つ個体があり得る。フエダイ

属，マダラタルミ属，イトヒキフエダイ属，タカサゴ属およびウメイロ属では間腰帯隆起は全く

認められない。腰骨の後部には腹鰭条に対する関節頬があり，さらにその後方では正中線に沿う

て練状突起を出している。この鰊状突起はMatsubarad943）によって後腰帯突起〔postpelvic

process）と名づけられている。鈴木（1961）によれば大部分のアジ科魚類では後腰帯突起の先

端は２叉しているが，フエダイ科魚類では先端はすべて合一して尖っている。また，スズキ科魚

類ではこの突起は２叉するもの，合一して尖ったもの，あるいは全くこれを欠くものなど，多様

となっている。（Katayama，1959）。フエダイ科魚類の後腰帯突起の発達の程度は属により差

異が見られる。ヒメダイ属，チピキモドキ属およびハマダイ属では特によく発達し，これに次い

で発達の良好な種類はマダラタルミ属，シマチピキ属，イシフエダイ属およびウメイロ属などで

ある。フエダイ属ではこの突起は認められるが小形化し，タカサゴ属やイトヒキフエダイ属では

この突起は退縮して痕跡的となっている。腰帯を腹面から見ると，後腰帯突起の基部附近から腹

前方に向かって小さい下腰帯突起（subpelvicprocess，Matsubara，1943）を出している。

この突起の発達状態も属により差異がある。シマチピキ属およびヒメダイ属などではこの突起は
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よく発達し,マダラタルミ属’チピキモドキ属，ウメイロ属，ハマダイ属およびイシフェダイ属

などがこれに次ぎ,フエダイ属，タカサゴ属およびイトヒキフエダイ属などでは発達の程度は低
い。

論議

この研究によって後腰帯突起，下腰帯突起および間腰帯隆起の発達の程度，ならびに腰骨の先

端部の形状などは本科魚類の分類ならびに類縁を知る上に有意な形質であることがわかった。フ

エダイ科魚類においては後腰帯突起のよく発達した型が普遍性が強く，基本形と考えられ，この

突起は次第に小型化し遂に痕跡的となる方向に，下腰帯突起はよく発達した型から次第に退縮の

方向に，また間腰帯隆起はこれを持つものが基本形で次第にこれを失う方向へと特化は進むもの

と推定される。腰骨先端部については，先端が合一した型が基本型で，先端が２叉する方向に分

化は進むものと推定される。

第７節脊梁（vertebralcolumn）

記載

魚類の脊梁の形態については多くの学者によって研究がなされた。しかしながらフエダイ科全
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般にわたっての脊梁の比較検討は未だ行われていない。筆者は琉球産フエダイ科魚類36種につい

てこの形質を比較検討した。その結果脊梁の形態のうち，脊椎骨始部における不完全神経間鰊お

よび脊椎骨後部における下尾軸骨の形態がとくに本科魚類の分類ならびに系統を知る上に有意義

な形質であることが明らかになった。

脊椎骨数（numberofvertebrae）本科魚類の脊椎骨数は例外なく腹椎数10個，尾椎数14個
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ｉｎ９ｓｐｅｃｉｅｓ・ＣＥ，ｃｅｎｔｒｕｍ；ＩＩＮＳ，ｉｍｐｅｒｆｅｃｔｉｎｔｅｒｎｅｕｒａｌｓｐｉｎｅ；ＩＮＳ，ｉｎｔｅｒｎｅｕｒａｌ

ｓｐｉｎｅ；ＮＳ，ｎｅｕｒａｌｓｐｉｎｅ．Ａ，Ｐｒｉｓｔｉｐｏｍｏｉｄｅｓｆｉｌａｍｅｎｔｏｓｕｓｒｏｓｅｕｓ；Ｂ，Ｔｒｏｐｉｄｉｎｉｕｓ
ａｍｏｅｎｕｓ；Ｃ，Ｅｔｅｌｉｓｍａｒｓｈｉ；Ｄ，Ａｐｈａｒｅｕｓｆｕｒｃａｔｕｓ；Ｅ，Ａｐｒｉｏｎｖｉｒｅｓｃｅｎｓ；Ｆ，

Paracaesioxanthurus；GLutjanusvaigiensis；Ｈ，G1abrilutjanusnematophorus；
LMacolorniger；Ｊ、Caesioerythrogaster．
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合計24個からなり，これは本科魚類の重要な特徴の１つとなる。

側突起〔parapophysis）通常第４脊椎骨に始まるが，フエダイ属では第５脊椎骨から，また

イトヒキフエダイ属では第６脊椎骨から始まる。後部腹椎の側突起は普通内側で相互に連結して

血腎突起（hemonephrapophyses）を形成し，上部に血管溝をかこんでいる。マダラタルミ

属およびイトヒキフエダイ属を除くすべての属ではこの血腎突起は後部腹椎の最後の３対に発達

しているが，前者は例外的で最後の２対のみが血腎突起を形成していろ。

不完全神経間鰊（imperfectinterneuralspine）は背鰭第１鰊をになう第１神経間鰊の前

方にある背鰭を支持しない神経間鰊で，赤崎（1958）によって名付けられた。一般に第１神経間

疎の上縁は２本の背鰭鰊条を担い，第２神経間疎以下は各１本づつ練条を担っている。不完全神

経間疎の数はスズキ科魚類では１～３本の変異を示す（Katayamal959）がフエダイ科では３

本が普通である。ただ例外としてチピキモドキ属に限り２本となっている。

始部脊椎骨上の神経鰊とその部分の神経間疎との相対関係は属により特異的である。いま，記

述に便宣のため，脊椎骨の神経鰊を－〔hyphen）で示し，不完全神経間疎の数をアラビヤ数字

で，また普通の神経間鰊をローマ数字で表わすこととし，例えば不完全神経間鰊を３本持ってい

て，その最前方の１本は第１神経鰊の前部に，第２番目の不完全神経間鰊は第１神経鰊と第２神

経鰊の間に介在し，第３番目の不完全神経間疎と第１神経間鰊とは第２神経鰊と第３神経鰊の間

に，さらに第２と第３の神経間鰊は第３神経鰊と第４神経疎の間に位置しているような場合，こ

れを１－１－１－Ｉ－Ｈ－の符号で示すこととする。その場合，ヒメダイ属，ハマダイ属，シマ

チピキ属およびイシフエダイ属は１－２－１－１－型で示され，ウメイロ属，タカサゴ属，フエ

ダイ属，マダラタルミ属およびイトヒキフエダイ属はすべて１－１－１－１－１－となり，チビ

キモドキ属だけは１－１－Ｉ－Ｈ－型を示す（図15）。

なお脊椎骨の後端，すなわち第２4番目にある尾部棒状骨には，下部に６個の下尾軸骨（hy-

pural），上部に椎体から離れた特殊な神経突起と尾部神経突起（uroneural）とが存在する。

第23脊椎骨は下部に血管鰊を持つが，上部の神経鰊はきわめて短い。第23と第24脊椎骨の背方に

は３本の上尾軸骨（epuraDがある。第23脊椎骨より前方の脊椎骨は神経鰊と血管疎をそれぞ

れそなえている。

尾部棒状骨（urostyle）は牛角状の骨で，上後方に湾曲する。これが第24番目の脊椎骨に相

当する。

特別神経突起（specializedneuralprocess）尾部棒状骨と重なり合うようにその上部に位

置した骨で，上後部が牛角状に尖り，尾部棒状骨に似た形をしている。

尾神経突起（uroneuralspine）は特別神経突起と最上位の下尾軸骨の間に介在する骨で，細

長い棒状となっている。

上尾軸骨（epuralbones）は第23脊椎骨と特別神経突起の上方に，斜めに並んだ３本の細長

い骨である。

下尾軸骨（hypuralbones）は尾部棒状骨の下後縁に存在する骨で，一般に６本からなる。

最下位のものから上位の方向へ第１，第２～第６と順に番号で呼ぶ。普通魚体の中軸の下半部と

上半部にそれぞれ３本宛の下尾軸骨がある。このうち第２と第３および第４と第５の下尾軸骨

は，種類によっては癒合する傾向がある。第１から第６までの下尾軸骨がすべて完全に分離して

いる種類はシマチピキ属，フエダイ属，マダラタルミ属およびイトヒキフエダイ属の４属で〔図

16,Ｂ・Ｇ．Ｈ・I），その他の属ではすべて，第２と第３および第４と第５の下尾軸骨は互に癒
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Ｃ，Ｅｔｅｌｉｓｃａｒｂｕｎｃｕｌｕｓ；Ｄ，Ａｐｈａｒｅｕｓｆｕｒｃａｔｕｓ；Ｅ，Ａｐｒｉｏｎｖｉｒｅｓｃｅｎｓ；Ｆ，

Paracaesioxanthurus；Ｇ，Lutjanusvaigiensis；Ｈ，Ｈ，Glabrilutjanus

nematophorus；LMacolorniger；』，Caesioerythrogasler．

合している（図16,Ａ.Ｃ・，.Ｅ、Ｆ・Ｉ）。

論 議

魚類の脊梁がそれらの間の分類系統を知る上に重要な形質であることは既に多くの魚学者によ

って認められたが，筆者は琉球産フエダイ科魚類36種の脊梁の形態を比較検討した結果，(1)神経

間練，とくに不完全神経間鰊と神経柳との関係，(2)下尾軸骨の癒合状態(3)血腎突起の数などは
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属の分類形質として有意であり，また本科魚類の類縁系統を推定する上にも重要な形質であるこ

とがわかった。タイ型魚類〔赤崎1962）の不完全神経間疎の配列の状態はイトヨリダイ属，キッ

ネウオ属およびタマガシラ属では１－１－１－１－型で，これら以外のタイ型魚類（イトヨリダ

イ科，タイ科，フエフキダイ科）はすべて１－２－Ｈ－Ｉ－型に属し，第１と第２神経間鰊はき

まって第２と第３神経疎の間に介在するようである。またスズキ科魚類〔Katayama，1959）で

は１－１－１１－Ｉ－型，１－２－Ｉ－Ｈ－型，２－１－１－型，１－１－Ｉ－Ｉ－型あるいは

１－０－Ｉ－Ｈ－型など多様となっている。いま，上記３科について比較して見ると，フエダイ

科魚類は一見してわかる通り，タイ型魚類とは異なっている。神経間鰊が２本揃って介在するの

はタイ型魚類ではきまって第２と第３の神経間鰊であり，フエダイ科魚類やスズキ科魚類では第

３と第４神経疎の間である。このことはフエダイ科･魚類の類縁系統を示唆するものと考えられ，

即ちフエダイ類とスズキ類はかなり類縁関係が近いものと思われ，タイ型魚類は相当特化した形

態のように考えられる。前述したようにフエダイ科魚類は神経間鰊と神経鰊の関係からは３つの

型に，また尾部脊椎骨の形状からは２つの型に大別される。しかしながらこれらの分化の傾向

は互に平行して起こったとは考えられないので，果していずれの形質が本筋の類縁系統を示すか

は更に検討の要がある。

第３章系統・類縁

第１節本科と近縁な他科魚類との類縁

フエダイ科魚類は背鰭および臂鰭の前部鰭条が鰊条からなる。腹鰭は胸位で，１疎５軟条から

なり，腰骨は直接に鎖骨に接着する.胸鰭は腹面より上位にある・尾鰭には17本以上の主鰭条が

ない．鯛孔は胸鰭より前位・鱗は多くは櫛鱗・側線は一般に高位・眼と頭蓋骨は左右相称・上顎

は前上顎骨で縁取られ，主上顎骨は常に存在しこれには歯がなく，前上顎骨と主上顎骨は癒合し

ない．肩帯は２叉した後せつじゆ骨で頭蓋骨に単に附着する.中烏啄骨や間鎖骨がない・肩lilfl骨

と烏啄骨は明瞭で，骨化し，前者には通常１孔がある．胸鰭輻射骨は常に４個である。鯛蓋諸骨

は完全・前部脊椎骨は変形せず，また聴覚器に関係する小骨片もない.上下の肋骨はあるが，肉

間骨はないなどのスズキ目の典型的な諸形質を具備し，スズキ目の代表的魚種に属することは明

らかである。またスズキ亜目（松原，1955）は鰭に疎状が発達する.腹鰭は胸位で１鰊５軟条・

腰骨は直接に鎖骨に附着する．尾鰭の各鰭条は下尾軸骨上に重なり合わない.主上顎骨は前上顎

骨に強固に連結していない。第２眼下骨は前鯛蓋骨に合しない.鼻骨は額骨とは縫合をもって合

しない。中筋骨は鋤骨に連結し，両眼隔を形成しない．左右の上耳骨は上後頭骨上で合しない。

副模骨の上向翼状部は額骨の下向翼状部に合しない．上鯛器官はない.食道に歯がない.肋骨は

鰈を包まない，などの重要形質をもっているが，フエダイ科魚類は例外なくこれらの諸形質をそ

なえ，典型的なスズキ亜目魚類である。現存の海産魚の大部分はスズキ目に包含されている。し

たがって本目中には形態的にも著しく相違した種類が含まれており，そのうちには１自然群をな

すとは認められ難い種類も相当含まれていると考えられる。しかしながらフエダイ科の魚類は上

記の通り典型的なスズキ垂魚類の特徴をそなえている。また筆者が今回採用したフエダイ科魚類

の特徴すなわち脊椎骨数24個・鯛条骨数７本。上主上顎骨を持たない．眼下骨床は第２眼下骨上

にのみ発達する.背鰭は１基・腹鰭１鰊５軟条，響鰭練条は３本。主上顎骨は多少あるいは大部

分眼前骨でおおわれる．後耳骨をそなえる(少くとも幼期には存在す)などの諸形質はスズキ目に



篠原：琉球産フエダイ科魚類の形態・分類ならびに分布に関する研究216

属する魚類の特徴としては大いに安定度の高い形質である。例えば脊椎骨数24個という特徴はタ

イ型魚類およびフエダイ科魚類全部に共通する特徴であるし，鯉条骨数７本という特徴はフエダ

イ科に限らず，スズキ科魚類の大部分も７本で，ただEntonanthias属やCallanthias属な

どのようにスズキ科内では箸ししく特化したと考えられる少数の種類に例外が認められる程度

で，これも非常に安定度の高い特徴といえる。しかも鰕条骨数７本はスズキ型魚類のもつ基本数

であるといわれている。これらのことから考察して，フエダイ科魚類はスズキ亜目魚類の中軸を

なすものと考えられる。またスズキ亜目の代表種と見られているスズキ科魚類と本科魚類の特徴

を比較して見るに，両者の間には著しく類似した形質を持つ種類がかなり多い。例えばスズキ科

のPlectopomus，Variola，Cephalopholis,EpinephelusおよびTrisotropis属などとは，

鯛条骨数７．脊椎骨数24個・眼下骨の形態ならびに第２眼下骨上にのみ眼下骨床は発達する.後

耳骨を持つなど重要形質はよく似通っている。ただ上主上顎骨を持ち，主上顎骨は眼前骨であま

り被われていないなどの点ではフエダイから区別される。また同じスズキ科のChelidoperca

属は鯛条骨数７，脊椎骨数24,上主上顎骨を持たないなどの諸点ではフエダイ科魚類と一致する

が，眼下骨床は第２，第３，第４眼下骨上に発達している点でフエダイ科と異なっている。同じ

くスズキ科に属するCaprodon，Tosana，Sacura，PseudanthiasおよびFranziaなどの属

では鯛条骨数７本，不完全神経間疎３本，上主上顎骨を持たないなど諸種の点で類似するが，脊

椎骨数26,眼下骨床は第２，第３および第４眼下骨上に発達している点で明らかに相違している。

このようにスズキ科魚類のうちにはフエダイ科魚類と多くの類似点を持つ種類が多く，とくに

スズキ科魚類の系統の主幹をなすと考えられているEpinephelinaeとは特に類縁が深いよう

である。スズキ科魚類は属により，脊椎骨数は24から36にわたって変異し，不完全神経間鰊は１

～３個，上主上顎骨はよく発達する群，発達悪く退化的となっている群，あるいは全くこれを欠

いている群などに分れ，其の他の重要形質においても変異の幅が大きい。このことはスズキ科魚

類はその祖先形から進化の途中に多方面に特化群が派生した結果と考えられる。したがってフエ

ダイ科魚類はスズキ科魚類とともにスズキ型魚類の進化の中軸となって進み，ある時期に現在の

スズキ科魚類の祖先型から分かれたものであるが，その後フエダイ科のものはあまり多方面に特

化することなく現在にいたり，スズキ科の魚類はその後かなり多様に特化が行われたものと推定

される。一方，フエダイ科魚類はタイ型魚類（Smithl941）から明確に区別されるべきことは

赤崎〔1958）の研究で明らかであるが，タイ型魚類のうちで最も分化の程度が低いと考えられて

いるイトヨリダイ科とは鯛条骨数６本・前部神経間疎の位置・眼前骨と第１眼下骨がほぼ同大で

あるなどの諸点で相違しているが，脊椎骨数２４.眼下骨床は第２眼下骨上のみに発達（Penta-

podus属のうちには第３眼下骨上にも眼下骨床を持つ種類もある）する.両顎に臼歯を持たな

い．前上顎骨柄状突起の後縁基部に深い欠刻がある・前上顎骨上縁中央にいわゆる後上顎骨突起

がある・後耳骨がある等の重要形質では一致していて，両科魚類の類縁関係は著しく密接である

ことを示している。筆者の見解によると，イトヨリダイ科はタイ型魚類よりはむしろ本科魚類に

近縁であり，イトヨリダイ科はフエダイ科魚類と他のタイ型魚類との中間的形質を多く持ってい

て，両者の間をつなぐ絆(きづな)的存在のものと見なされる。以上の諸点を総合すると，フエダ

イ科魚類はEpinephelinaeを通じてスズキ科につながり，一方ではフエダイ科魚類の祖先型は

鯛条骨数が１本減少する方向に特化が進み，タイ型魚類のイトヨリダイ科が派生し，さらに両顎

歯その他に特化が進み，臼歯を生じ，後耳骨は翼耳骨と癒合するようになり，現在のタイ科魚類，

フエフキダイ科魚類などが出現したものと推定される。その１つの証拠として後耳骨の特化を例

にあげよう。Tomiyamad931）によるとタイ科のうちのマダイでは幼若魚(体長13-100ｍｍ）
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においては後耳骨は明瞭に認められるが，この骨は成長とともに次第に翼耳骨と癒合して遂には

独立の後耳骨は認め難くなる。これと同様なことがフエダイ科のタカサゴ属でも認められる。本

属魚類は成体では後耳骨は認められないが，幼魚（体長約70-120ｍｍ）では後耳骨は明瞭に認

められ，タイ類と同様に成長につれ次第に翼耳骨と癒合して遂に独立の後耳骨は認められなくな

る。このことはフエダイ科魚類も後耳骨を消失する方向に特化しているものであり,また現在後

耳骨を持たないタイ型魚類も祖先型においては後耳骨を持っていたことを示すものである。また

両顎歯について考察するに，進化の程度が低いと考えられる魚類においては一般に犬歯または円

錐歯を持つものが多く，門歯とか臼歯を持つ種類は高度に特化した群と考えられる。

Kuhlidae（ユゴイ科）は外部形態的にはフエダイ科魚類によく似ている。しかしながら第２

眼下骨床がなく・鯛条骨は６本で・脊椎骨数は25個・眼前骨後下縁に明確な鋸歯を持っている.

主鯛蓋骨後縁に強い２個の鰊突起を持つ．フエダイ科魚類の額骨上面は平坦か若し<は凹んでい

るのが普通であるのに本科魚類では寧ろ膨出しているなど多くの点で明らかに区別される。

Pomadasyidae（イサキ科）もフエダイ科魚類とかなり近縁のものと考えられるが，Po-

madasys属は脊椎骨数26個・轡鰭第２鰊が著しく大きいなどの諸点で本科魚類と区別され，

Parapristipoma属は脊椎骨数27個という重要形質で，Plectorhynchus属は脊椎骨数２７.響

鰭第２練が著大・第２眼下骨床がないなど多くの点で，Scolopsis属は鯛条骨数６本・第１眼下

骨は大きくて眼前骨と同大かあるいは幾分小さい．眼前骨上面に鱗を被る.眼下骨後縁に鰊状突

起がある・額骨側縁と喫耳骨との間，腹面に円い大きな孔があり眼窩とその後方とがこの孔によ

り流通している（この特徴はフエダイ属から高度に特化したと考えられるイトヒキフエダイ属で

は見られる）など多くの点で，それぞれ本科魚類と相違する。

Theraponidae（シマイサキ科）はフエダイ科魚類と形態的によく類似し，近縁のものと考え

られる。Schultzd953）はこれをフエダイ科に属せしめている。しかしながら，Therapon属

魚類は脊椎骨数25個・鯛条骨数６本・など重要形質で相異点が見られ，明らかに本科魚類と区別

できる。

Banjosidae（チョウセンバカマ科）は外部形態的にはフエダイ科と区別することが困難なほ

どよく類似しており，学者によってはフエダイ科に属せしめるが，脊椎骨数25個・鯛条骨数６本

・不完全神経間鰊２本・などの諸点で後者と相違し，また頭蓋骨の概観も明らかにそれと異な

り，とくに上後頭骨隆起の上縁が著しく肥厚しているなど多くの相違点をそなえている。

Emmelichthyidae（チビキ科）のローソクチビキ属は外形的にはフエダイ科魚類とよく類似

し，琉球の漁夫はこれをEtelinaeに近縁の種類としてとり扱っている。しかしながら本属は筋

骨が板状に側扁して筋骨上後部が全く見られない・前上顎骨の上向突起と関節突起の間の欠刻が

ない．上主上顎骨を持っているなど多くの点でフエダイ科と相違している。

第２節フエダイ科内の類縁関係

フエダイ科魚類は相互に類似した点が多く，その間に著しい形態の差異は認められない。しか

しながら詳細に内部形態を比較すると，相互の間の類縁系統を示唆すると考えられる種々の形質

が認められる。真骨類のうちではスズキ亜目魚類ほど種類数多く，いろいろな方向に特化を遂げ

たものはないように思われる。したがってスズキ亜目内の多くの魚は,多くの形質,とくに内部

形質について見る時，１つの系列をたどって特化したと考えるよりも，むしろ多くの方向に放射
状に，もしくは樹枝状に特化したと考える方がはるかに説明し易いほど，多くの形質が錯綜して
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いる。それ故に，ただ１つの形質をもって魚類群を代表させたり，一定の範ちゅう内に収容する

ことは非常に困難である（赤崎1962）。これと同じことはフエダイ科内でも言える。フエダイ科

魚類はフエダイ亜科，ハマダイ亜科およびタカサゴ亜科の３つに分けられるが，これらの魚類の

類縁系統を推定する上に重要と思われる諸形質は，３亜科間に錯綜しているので，いくつかの形

質を挙げて３つの亜科を明確に分離することは困難である。したがってこれら３亜科のうちどの

亜科のものがより基本的であるかの判定はむづかしい。しかしウメイロ属の頭蓋骨の種による段

階的分化の状態，フエダイ亜科の２属間に見られる諸形質の分化の状況などは本科魚類が経てき

た経緯をある程度示唆するものと考えて差し支えないようである。

これらの諸点および諸種の内部形態を総合して見た場合，(1)額骨上面に平坦部を持ち，上後頭

骨隆起を遮断する明瞭な－境界線を有する，(2)副喫骨の前方下面は'幅広く，中央部は溝状に凹ん

でいる，(3)動眼筋室の後部に開口がある，(4)左右の翼模骨の下縁は接着する，(5)前上顎骨は適度

に伸出できる，(6)胸鰭はやや鎌状で延長する，(7)鋤骨および口蓋骨に歯がある，などの諸点はフ

エダイ科魚類にとっては基本的な形質と推定される。フエダイ科魚類のうちで，これら諸形質の

全部をそなえているものはヒメダイ属およびシマチビキ属であり，したがってこれらの属を包含

しているハマダイ亜科がフエダイ科の進化の主幹の基部に最も近いと考えられ，フエダイ亜科，

タカサゴ亜科などの魚類はハマダイ亜科に近い祖先型から分派したものであろうと推定される。

ハマダイ亜科に属する魚類のうち，ハマダイ属は左右の翼喫骨下縁が広く離れている点を除くと，

上記の基本型に最も近縁であり，チビキモドキ属は副模骨前方下面中央部がやや膨出しているこ

と，左右の翼喫骨下縁が離れていること，胸鰭が短小であるなどの諸点で基本型と異なっており，

ウメイロ属では左右の翼模骨下縁が離れている，主上顎骨の前部はわずかに眼前骨で被われてい

る，額骨上面の平坦部が前方に圧縮され，上後頭骨隆起は著しく前進する，などの点で特化の程

度が高い。また，イシフエダイ属は鋤骨および口蓋骨に歯がない，前上顎骨は仲出し難いなどの

点で基本型と相違している。フエダイ亜科に属するフエダイ属およびマダラタルミ属は額骨上面

の平坦部がなく，上後頭骨隆起に続く額骨隆起があることが特異的で，さらに副模骨の前方下面

中央部が龍骨状に隆起する，左右の翼喫骨の下縁は離れている，など多くの点で基本型と異なっ

ており，イトヒキフエダイ属は額骨上面に平坦部がなく，上後頭骨隆起に続く額骨隆起がある，

副模骨下面中央部は龍骨状に高く隆起する，左右の翼模骨の下縁は離れている，鋤骨に歯がなく，

口蓋骨歯も退化的で殆んど消失している，動眼筋室の後部開口は殆んど閉鎖されているなど一層

多くの特化形質をそなえている。さらにこの属では額骨側縁と模耳骨との間の関節部の内側に円

い大きな孔があり，眼窩部とその後方とは流通している。この特徴がタイ型類の中のイトヨリダ

イ属，タマガシラ属およびキツネウオ属に見られることは興味ある事柄で，この点から見ても，

タイ型魚類に属するイトヨリダイ科は，他のタイ型魚類よりはむしろフエダイ科に近縁であるこ

とがわかる。タカサゴ属は額骨上面に平坦部なく，上後頭骨隆起に続く顎骨隆起があり，副模骨

下面は著しく幅が狭くなっており，左右の翼模骨の下縁は広く左右に離れ，主上顎骨は前方の一

部のみ眼前骨で被われ，鋤骨および口蓋骨には歯を持つ種類もあるが，歯を持たない種類もある，

などかなり基本形から特化している。

これらの諸点を綜合すると，フエダイ科魚類は現在のヒメダイ属およびシマチビキ属などが進

化の主幹をなし，ハマダイ属，イシフエダイ属，チピキモドキ属およびウメイロ属などは主幹か

らそれぞれ分流したと考えられ，フエダイ属やタカサゴ属は更に早期にフエダイ属やシマチピキ

属の祖先型から，それぞれ別の方向に分化したらしく，またイトヒキフエダイ属はフエダイ属か

ら分かれ一層高度に特化した形態を示すものと考えられる。本科魚類の各層を分化の程度に従っ
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て系統樹に示すとつぎのようになる。

}
GIabrilutjanus

Lutjanus

Macolor

.．．．、Lutjaninae

lTllLl小
Caesio．．．．．．．．．．．．．．．．．、Caesioninae

oftheLutjanidfishesＳｕｇｇｅｓｔｅｄｐｈｙｌｏｇｅｎｙｏｆｔｈｅＦｉｇ．１７．

第４章分 布

フエダイ科魚類の分布に関しては，Ｅｋｍａｎ（1953)，Gosline（1955,1960)，Randall（1960

）などによって論じられているが，いづれも限定された地域のものに限られ，フエダイ科魚類に

ついて全般的にしかも世界的に論じられたことはないようである。筆者は今回本科魚類について

世界の主要海域における分布相を検討し，かなり興味ある事実に当面したのでこれら魚類の分布
について考察してみた。

第１節生態的分布

フエダイ科魚類は世界の熱帯・亜熱帯水域に広く分布し，沿岸浅海の珊瑚礁地帯や砂泥地帯，

あるいは沖合の堆礁（bank）の傾斜面などに好んで生息している。一般に同属内の種類間では，

それらの生息地域はかなり一定しているようである。琉球に産するフエダイ科魚類,０属のうち

で，ハマダイ亜科に属するヒメダイ属，ハマダイ属，イシフェダイ属，シマチピキ属，チビキモ

ドキ属およびウメイロ属は，すべて水深およそ100-200ｍの堆礁の傾斜地域の岸礁地帯を好んで

生息場所としているし，フエダイ属，マダラタルミ属，イトヒキフエダイ属などのフエダイ亜科

魚類とタカサゴ属によって代表されるタカサゴ亜科魚類は沿岸浅海の珊瑚礁あるいは砂泥地に生

息している。したがって，琉球では前者の６属は深海一本釣漁業によって漁獲され，後者中のフ

ェダイ亜科魚類は主として沿岸浅海の刺網や延縄によって漁獲されるし，タカサゴ亜科魚類は浅

海の旋網によって主に漁獲される。

第２節地理的分布

地理的分布を比較対照するためにここで取り上げる属の種類は，便宜上琉球に産する10属に限

定し，これらが日本南部，フィリッピン，オーストラリア，東印度諸島，東南アフリカ，西アフ

リカ，ハワイ諸島，アメリカ太平洋岸およびアメリカ大西洋岸においてどのように分布するかを

表示したのが第18図である。
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Fig. 18. Distribution chart of the Lutjanidae in the world
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この図表を基礎として，フエダイ科魚類の分布の状態をながめた場合，つぎのような興味深い

現象が見いだされる。

（１）フィリッピン，東印度諸島近海を中心とする諸海域では，種類数および相互間の共通種が

多数である。

（２）琉球および日本南部は種類数は多いが固有権は全く見られない。

（３）オーストラリアにはフィリッピンや東印度諸島との間の共通種もかなり多いが，また一方

ではこれらの海域とちがった種類がかなり多数見出される。

（４）ハワイ諸島ではハマダイ亜科に属する大部分の種類は，フィリッピンや東印度諸島のもの
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と共通種であるが，タカサゴ亜科とフエダイ亜科に属する種類はほとんど全く生息しない〔例
外としてオキフエダイ１種が移入種として記録されている）。

（５）ハワイ諸島と東太平洋海域との間には共通種は全く見られない。

（６）アメリカ大西洋海域と東太平洋海域との間にはかなり多くの共通種が見られるが，これら
はいずれも，印度一西太平洋種とは全く異なっている。

（７）アメリカ大西洋海域と西アフリカとの間には共通種が２種見られるが，西アフリカと東南
アフリカとの間には共通種は見られない。

Ａ・分散の中心地

“生物の分散の中心にはもっと多くの種類数がある,，というのは一般に広く承認されている生

物地理学的法則である。またJordanは“もっとも多くの種類が生息する地域が属の発祥地で

あり，もっとも多くの属が認められる地域がその科の発祥地である,,といっている．

つぎに各海域におけるフエダイ科魚類の属数・種類数および各海域間の共通種の数を第18図表
にもとづいて比較してみよう。

フィリッピン海域は８属48種でもっとも種類数が多く，東印度諸島は８属47種でこれに次いで

おり，両海域の間の共通種は41種の多数に上っている。

琉球は10属46種で，フィリッピン海域との間の共通種は35種？東印度諸島との間の共通種は同
じく３５種となっている。

オーストラリアは８属34種で，フィリッピン海域との間の共通種は19種，東印度諸島との間の

共通種は20種類となっている。

また東南アフリカは９属30種を産し，東印度諸島との間の共通種は21種であり，フィリッピン

との間の共通種は23種となっている。

フエダイ科魚類の属数を比較する際に注意を要することは，ハマダイ亜科の属数についてであ

る。本亜科はフエダイ科10属中６属の多数を占めている。これらの魚類は100-200ｍの深海に生

息しているので，かなり進歩した漁法によらなければなかなか漁獲し難い。また本亜科魚類は第

18図表でもわかるように，多くの属は僅か１－２種からなっており，しかもこれらの魚はなかな

か入手し難いため，標本採集の努力が足りない場合には入手は困難である。琉球においてはこれ

らの属数が多く見られるのは，琉球が他地域（日本を除く）より漁業が盛んであり，漁具．漁法

もまたかなり進歩していること，殊に深海一本釣漁業は琉球における主要漁業であり，その漁法

'/ﾝＭＬ人，つ
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Iまきわめて巧妙であるため他地域ではなかなか漁獲され難いこれらの魚種が比較的多く漁獲され

ること，および本科魚類の研究が進んでいる，などの結果である。琉球産フエダイ科魚類の記録

が筆者が研究を始める以前までは７属35種であったことは一層との論拠を確にするものである。
要するに琉球が属の数でもっとも多いのは，フィリッピンや東印度諸島には見られないウメイ
ロ属とシマチピキ属がここで知られているからである。これらの属にふくまれる種類は100-200

ｍの深い海域に生息するので，余程進歩した一本釣漁法でなくては漁獲し難い。フィリッピンや

東印度諸島海域にもこれらの属にふくまれる種類は恐らく生息していると思われるが，漁法が発

達していないために知られていないものと思われる。したがって属数においては，東印度諸島，

フィリッピン，琉球，オーストラリアおよび東南アフリカなどの間には本質的な差異はないもの

と見なされる。これに反してハワイ諸島近海では６属，アメリカ西海岸では１属，アメリカ東海

岸では３属が知られているのみである。属数からみて，オーストラリアから琉球，東南アフリカ

にわたる海域が本科の分散の中心となる可能性がある。また種類数から見ると，フィリッピンが

４８種，東印度諸島が47種，琉球が46種でもっとも多く，オーストラリア海域が34種，日本南部３１

種，東南アフリカ30種とつづき，その他の地域でやや多いのはアメリカ東海域の19種となってい

て，フィリッピンと東印度諸島の近海が分散の中心となる可能性が大きい。結局，この両域にわ

たる地域，いわゆる印度一西太平洋海域が属数においても，種類数においても世界のどの海域に

おけるよりも多いということになり，他の熱帯性魚類と同様に本科魚類の分散の中心もここであ

ると推定される。

これを要するにフエダイ科魚類は印度一西太平洋を中心として西は東アフリカ，紅海まで分散

し，北は琉球，日本南部に分布が拡がり，東南方向ではオーストラリア，ミクロネシヤ，メラネ

シヤ，ポリネシヤ，ハワイなどへ漸次分散したものと推定されろ（図19）。また大西洋海域には

印度一西太平洋には全く認められないフエダイ属魚類20種とヒメダイ属１種が分布し，共通種は

ハマダイ１種に限らそている.このことは，大西洋の本科魚類は印度一西太平洋のそれと別個の

分散の中心を持ったか，または同じ場所から分散したとしても，非常に古い時代に分散が行われ，

その後長期の隔離の結果，異なった方向に独自の進化をした結果によるものと考えられる。

B、地理区の特性と関連性

本科魚類の分散の中心は，東印度諸島からフィリッピンにいたる海域で，ここから各地域へ分

散して行ったと考えられるが，本海域と琉球や東南アフリカ海域との間には本科魚類の分散の障

壁になると思われる事象は見出せない。したがってこれらの地域は現存魚類のお互の間の交通も

可能であるし，また魚卵あるいは稚仔の状態で運般されることも種類によっては可能であり，固

有種ができることはあり得ないと思われる。実際これらの海域の間には本科魚類の分布に関する

限りでは特異性を見出すことはできない。

琉球よりさらに北方に位置する日本では本科魚類の生息は南部海域に限られている。日本海側

では京都府，新潟県などでフエダイ属１種が記録されており，ここが分布の北限と考えられる。

また太平洋岸では駿河湾附近が北限と考えられる。このことはフエダイ属の分散が黒潮の流れと

密接に関連していることを示すもので，この場合の分散の方法は黒潮の流れによって魚卵若しく

は稚仔などがこれらの地域へ運ばれて分布域が拡張されたことが第一義的と考えられる。もちろ

ん，北限の最終決定要因は水温と思われる。

ハワイ区は本科魚類の分布については著しい特異性を示している。それはハマダイ亜科に属す

る大部分の魚類は印度一西太平洋種と共通であるが，フエダイ亜科，タカサゴ亜科に属する魚類
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はハワイにはほとんど全く生息しないことである。同じフエダイ科魚類でありながら，ハマダイ

亜科魚類は印度一西太平洋を中心として広くハワイまで分布するのにタカサゴ亜科やフエダイ亜

科魚類はなぜハワイに分布しないのか，また同じ珊瑚礁魚類であるカワハギ類やチョウチョウウ

オ類などが広くハワイまで分散しているのになぜこれらの魚種が分布しないのか。これは動物地
理学上も興味のある問題である。

Goslined955）はこの問題をとり上げ，その理由として多分フエダイ属魚類はハワイ諸島や

Johnston島にたどりつくかも知れないが，たとえたどりついたとしても，そこでは適当な食餌
が充分得られないので生息しないのであろうと推論している。またＪ､Ｅ･RandallとＶ､Ｅ･Brock

d960）はこの問題の解･明に役立てるため，フエダイ類の食'性を研究したが，結局はGosline

の説を発展させるような結論は得られなかった。

筆者は今回の研究からこの問題に対して次のように考察する。もともとフエダイ亜科.やタカサ

ゴ亜科の魚類は沿岸浅海性で陸地にかなり近接して生活する習性を多分に持っている。したがっ

て，これらの魚種は沿岸から離れて遠隔の海洋へ能動的に移動・回遊するとは考えられない。こ

れらの魚種がその分布域を拡張するためには，つぎのいずれかの条件が必要と考えられる。

１．近接の島々を飛石伝いに遊泳して次々と分布域を拡げて行く。

２．魚卵もしくは稚仔などが浮遊して，これが海流によって遠隔の地域に運ばれ，適当な条件

の所で成長，繁殖する。

タカサゴ亜科やフエダイ亜科の魚類が印度一西太平洋を中心に，琉球・束南アフリカ・オース

トラリア.および日本南部などに分散して行くのは前記の第１あるいは第２の条件のいずれかに

よるものと考えられる。しからばなぜハワイまで分布域が拡張されないかというと，タカサゴ亜

科やフエダイ亜科の分布する区域とハワイ諸島との間には広範な大洋が障壁となって拡がってお

り，この間を能動的に回遊することはタカサゴ亜科やフエダイ亜科のように著しい沿岸性魚類に

とっては不可能なことと思われる。また第２の条件について検討するに，この広範な大洋を魚卵

もしくは稚仔が海流に乗って健全な状態でハワイまで運ばれるとは考えられない。とくにその間

にはカリフォルニヤ海流（寒流性）なども介在し，一層困難性は増すように思われる。カワハギ

類やチョウチョウウオ類などのように海藻類其の他の漂流物などに付随して漂着することも考え

られるが，恐らくこのような条件はこの類には生態的に不適当であるか，あるいはGoslineも

いうように，たとえたどりついてもそこでは繁殖できない何等かの環境要因があるために生息し

ないかいずれかであろう。また同じフエダイ科でありながら，ハマダイ亜科の魚類がハワイに豊

富に生息する理由としては，これら魚類は100-200ｍのやや深いＢａｎｋに生息し，かなり底生

魚類の'性質を持っている。なおこれらの魚類は尾柄高は比較的低く，尾鰭は深く２叉し，尾鰭鰭

条もかなり強硬で，体形もかなりサバ型に近似しており，遊泳力が強くて，かなり広範囲の移動

に適しているようである。したがって，本亜科の魚類は低温障壁その他，特別な障壁がない限り，

かなり遠隔な地域へも能動的に移動する能力があるので遂にはハワイまでも分布域を拡張したも

のと推測される。

ハワイと東太平洋，広くいえば西太平洋と束太平洋の間の魚相が全く異ることは本科魚類の特

色であるぴかりでなく，多くの魚類にも見られる現象で，これはいわゆる東太平洋障壁（East

PacificBarrier）によって両域が完全に遮断されているためであろう。

大西洋海域に分布するフエダイ科魚類は３属22種となっており，これらのうち西大西洋海域に

３属19種，アフリカ西海域に２属６種が分布している。この両海域の間の共通種は３種であり，

西大西洋海域と東太平洋海域との間の共通種は５種で東太平洋種の大多数は西大西洋のものと共
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通種となっている。本科角.類に限らずアメリカの東岸と西岸の動物相が非常に似通っていること

は多くの動物に見られる現象であり，これは地質時代（始新世）にはパナマ地峡は水面下にあっ

て東西両岸は水面で相通じていたことがあり，ここを通って大西洋から太平洋に西進したためと
思われる。西大西洋から南アメリカの南端を廻って東太平洋への本科魚類の伝播路は到底考えら

れない。それは，南アメリカの南端は地質時代始新世には南極大陸と陸続きとなっており，また

その後開通してからもこの附近はかなり高緯度であり，しかもこの海域は西風漂流の一部である
ホール岬海流（寒流'性）が広範囲に沿岸を洗っているので，熱帯`性魚類がこの地域を通って東太

平洋に分布域を拡げたとは考えられないからである。

オーストラリア海域には８属34種のフエダイ科魚類が分布しているが，フィリッピン海域との

共通種は19種類で，本海域に固有の種類が13種類も記録されている。このことは本海域内で新し

い種の分化が行われたことを示すものである。本海域は範囲が広大で，その間にはオーストラリ

ア大陸が横たわっており，大陸の東岸と西岸あるいは北岸と南岸では相当異なった環境をつくっ

ていることは明らかである。したがって種々の異なった環境要素を持つ海区がいくつか存在し，

そこに適応して生活する魚には独自の特化がおこり遂には新しい種が出現することになり，次々

とこれらの海域に新しい種が出現するようになり，多数の固有種がこの海域に見られるようにな

ったものと考えられる。

類第５章分

種の分類は主として外部形態によっておこない，内部形態に特異な形質が認められる場合に限

り内部形態に重点を置くこととした。また属以上の分類については外部形態よりは内部形態を重

要視した。

フエダイ科

ＦａｍｉｌｙＬＵＴＪＡＮＩＤＡＥ

体は延長した楕円形で，やや側扁する。側線は完全で背部外郭に並行する。頭は普通の大きさ

である。眼は普通か叉は割合に大きい。ロは普通の大きさか，やや大きく，斜位で伸出さすこと

ができる。眼隔域は平坦かやや膨出し･多くは無鱗。眼前骨上に鱗をこうむらない。鼻孔は各側

に２個ある。主上顎骨の多少若くは大部分は眼前骨でおおわれる。上主上顎骨は持たない。両顎

には犬歯および犬歯状絨毛歯がある。臼歯は持たない。多くの場合，両顎とも外側の一例の歯は

やや大きくて，前方の歯は犬歯となり，内側には絨毛状歯が列生していろ。鋤骨および□蓋骨に

は一般に歯があるが，舌上に歯を持つものと，持たないものがある。前鯛蓋骨後縁は多くは鋸歯

状を呈するが，円滑に近いものもある。主鰡蓋骨後縁に顕著な鰊はない。擬鯛はよく発達する。

背鰭は１基で10-11鰊，10-22軟条。胸鰭16-24軟条，腹鰭１鰊５軟条。臂鰭３鰊８－１３軟条。

尾鰭分枝軟条は上葉に８本，下葉に７本。胸鰭は胸位にあり，多くは鎌状に延長する。頭蓋骨の

上後頭骨隆起はよく発達している。眼下骨はよく発達し，眼前骨は眼下骨のいずれよりも大き

い。眼下骨床は第２眼下骨に限りよく発達している。前上顎骨主葉の上縁中央部にこぶ状隆起が

あり，前上顎骨柄状突起の後縁基部に深い欠刻がある。脊椎骨数は1０（腹椎）＋1４（尾椎）＝２４

個。鯛状骨数７．後耳骨を持つ。腰帯の前部は鎖骨に接着している。幽門垂数は少<，３－１０

本。
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論議

前にも述べたように本科魚類の分類はかなり混乱している。筆者は多くの種類について内部形
態を比較し，さらに近縁の他科魚類とも比較検討した結果，つぎの特徴を完全に備えている魚類
はこれをすべてフエダイ科に一括することがより妥当であるという結論に達した。

（１）脊椎骨数24゜（２）背鰭１基。（３）第２眼下骨に限り眼下骨床を持つ。(4)上主上顎骨は持たな

い。（５）鯛条骨数７゜（６）腹鰭１鰊５軟条。(7)臂鰭赫条は３本。（８）主上顎骨は多少あるいは大部

分眼前骨でおおわれる。（９）後耳骨を持っている（成体では認められなくともその幼期において
は持っている）。

したがって筆者の分類によるならば上記の諸条件を欠除しているものはフェダイ科魚類に含め
ないことになる。

亜科および属の検索

a1ハマダイ亜科Ef6linae：背鰭軟条部および臂鰭は鱗をこうむらない。主上顎骨の大部分は
眼前骨でおおわれる。胸鰭は16-17軟条。

ｂ’眼隔域は平坦。鋤骨および口蓋骨に歯がある。

ｃ】背鰭は連続していて欠刻はない。

ｄ’胸鰭は長くて鎌状である………………………ヒメダイ属Pristipomoides

d2胸鰭は短く，鎌状でない..…………………….チビキモドキ属Ａｐｒｉｏｎ
ｃ２背鰭は中央に深い１欠刻がある。しかし連続して１基である……ハマダイ属Ｅｔｅｌｉｓ

ｂ２眼隔域は膨出する。鋤骨および口蓋骨に歯がある。

ｅ’背鰭および讐鰭の最後の軟条は多少延長する………シマチビキ属Tropidinius
e2背鰭および瞥鰭の最後の軟条はその直前の軟条より短い………………………..……･……

…………………･…･･…………………･…･･……ウメイロ属Paracaesio

b3眼隔域は平坦。鋤骨および口蓋骨に歯はない……….．…･……イシフェダイ属Aphareus
a2フエダイ亜科Lutjaninae：背鰭軟条部および瞥鰭は鱗をこうむらないか，あるいは多少鱗
をこうむる。主上顎骨の大部分は眼前骨でおおわれる。眼隔域は膨出する。胸鰭は15-17軟条。
ｆ’鋤骨および口蓋骨に歯がある。背鰭軟条部および響鰭は鱗をこうむる。頭蓋骨の囲耳骨域
はふくらんでいる……･………………･…･………………………………フエダイ属Lutjanus

f2鋤骨および口蓋骨に歯がある。背鰭軟条部および瞥鰭は鱗をこうむる。細長い多数の鰕細
〔62～75本）を持つ。頭蓋骨の囲耳骨域はふくらんでいない……マダラタルミ属Macolor

f3鋤骨に歯はなく，あるいはあっても痕跡的であり，ロ蓋骨歯も退化して痕跡的。背鰭軟条
部および磐鰭は鱗をこうむらない。囲耳骨域はふくらんでいない.．……･………………………

……………………･…………･………･…………イトヒキフエダイ属Glabrilutjanus

a3タカサゴ亜科Caesioninae：背鰭軟条部および臂鰭は鱗をこうむる。主上顎骨は前方の１
部だけ眼前骨でおおわれている。胸鰭は20-24軟条よりなる………………タカサゴ属Caesio

ヒメダイ属

ＧｅｎｕｓＰγｊｓｔｊＰｏ腕oMcsBleeker

月ｉｓ姉0沈此北sB1eeker,Nat・Tijds・Nederland・Indie,vol、３，１８５２，ｐ､５７５．

C〃αe/opteγ"ｓ（notCuvierl830）SchlegeLFaunaJaponica，Poiss.，Pts、5-6,1844,ｐ､７８．
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B0zoeγｓｊａＪｏｒｄａｎａｎｄＥｖｅｒｍｎａｎｎ，Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ・ＦｉｓｈＣｏｍｍ.，vol、２２，１９０２，ｐ、１８２．

U/“〃ＪｏｒｄａｎａｎｄＴｈｏｍｐｓｏｎ，Proc．Ｕ、Ｓ・Nat．Ｍus.，vol、39,1911,p、459．

ArnilloJordan，EvermannandTanaka，NotesｏｎｎｅｗｏｒｒａｒｅｆｉｓｈｅｓｆｒｏｍＨａｗａｉｉ，

1927,ｐ、667-670.

外部形態：体は延長した楕円形で，やや側扁する。体は中庸大の櫛鱗でおおわれる。側線は完

全で背部外郭に平行する。眼隔域はやや広く，平坦で鱗はこうむらない。□は大きく，斜位で，

主上顎骨の大部分は眼前骨でおおわれている。上顎はかなり伸出さすことができる。両顎は犬

歯，犬歯状円錘歯および絨毛状歯をそなえるが，臼歯はない。鋤骨および口蓋骨に歯がある。舌

上に歯を持つものもある。前鯛蓋骨辺縁は細かいか，または弱い鋸歯をそなえ，特別な欠刻はな

い。背鰭および臂鰭に鱗はない。鯉粕はやや短く数も少い゜脊椎骨数は１０＋１４＝24個。鯛条骨数

は７本。背鰭は10鰊11軟条。胸鰭は16軟条。腹鰭は１鰊５軟条。臂鰭は３鰊８軟条。幽門垂数は

５－１０本。背鰭および瞥鰭の最後の軟条は延長する。

内部形態：額骨上部には幅広い平坦部があり，その部分とそれに続く後部との境界ははっき

り１線を画している。筋骨上後部は上面中央部でやや膨出し，方形状で，前部両端は角状に突起

している。上後頭骨隆起はかなりよく発達しているが，これに続く額骨上の隆起は見られない。

囲耳骨域の膨出はかすかである。額骨の中央よりやや前方に１対のやや大きな感覚管の開口があ

り，後部にも２対の小開口が見られる。副喫骨の前方下面はややくぼんでいる。左右の翼模骨の

下縁は下方で縫合している。鎖骨上部の赫状突起の後縁はゆるやかに湾入している。動眼筋室の

後部はやや大きく開口する。

種の検索

ａｌ側線上の有孔鱗数は50-52．舌上に歯がない…ナガサキフエダイＰ・argyrogrammicus
a2側線上の有孔鱗数は69-73.

ｂ１鋤骨絨毛歯帯は四辺形（槍穂状）で，舌上に歯がある。,体は紫紅色…………………………

．…………..…….….……….……………………………………ヒメダイＰ･ｓｉｅｂｏｌｄｉｉ

ｂ２鋤骨絨毛歯帯は三角形。体は暗紫色に黄色斑紋をまじえ，背鰭・胸鰭・尾鰭・腹鰭ともに
黄色を帯びる。舌上に歯がない………………………………キマダラヒメダイＰ・auricilla

a3側線上の有孔鱗数は58-65．舌上に歯がない。

ｃ1両顎前方の犬歯はあまり大きくない。頭頂部にゴマ状の無数の斑点がある。生鮮時は背鰭
辺縁および尾鰭後縁は鮮紅色。幽門垂８－１０本（大部分８本）……………………………..…・

….………….…………………………….………オオヒメＰ･ｆｉｌａｍｅｎｔｏｓｕｓｒｏｓｅｕｓ

ｃ２両顎前方の犬歯は大きい。頭頂部には虫喰い跡状の斑紋がある。生鮮時は背鰭および尾鰭
は黄色。幽門垂は５－６（大部分は５本）…………………キンメフエダイＰ・flavipinnis

ナガサキフエダイ

Ｐγｊｓｔｊｐｏ"zoMesαγｇｊﾉγ０９γqwc"zzczzs〔CuvieretValenciennes）

Ｓｃγγ"""ｓα'9y'０９γα）"〃zc"ｓＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ，Hist．Ｎat・Poiss.，vol、８，１８３１，ｐ、
183．

ＤｊａｃｏｐｃｓＰａｒ"sSchlegelFaunaJaponica，Poiss.．ｐt、１，１８４２，ｐ、１４．

Mesoprj0〃Spaγ"ｓＧｕｎｔｈｅｒ，Cat・Fish・Ｂｒit．Ｍｕｓ.，ＶＯＬ１，１８５９，ｐ､188.
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p/α/ｙｊ"〃ｓｓｐαγ"sJordanandEvermann，ProＣ・Ｕ.Ｓ・ＮａｔＭｕｓ.,vol、25,1903,Ｐ､344,fig．

１６．

町ｊｓがpo”0ノルｓｓｐαγ"sJordanandThompson，ProＣ・Ｕ．Ｓ･Nat．Ｍus.,vol、３９，１９１１，ｐ･４６０，

ｆｉｇ５．

〃ｉｓが，o”0ノルｓノy”ｓＧｕｎｔｈｅｒ，Cat･Fish･Ｂｒit．Ｍus.,vol、１，１８５９，ｐ、３８０．－Fowler，Ｍｅｍ

ＢｉｓｈｏｐＭｕｓ.，vol、１０，１９２８，ｐ、１９２．

Ａｐγｊｗｚ（Ａｐｒｊ０〃）ｐγｊｓ〃’０"aB1eeker，Atlas・Ichth･Ind・Neerland.，vol、8,1876-1877,ｐ、７９．

Ａ，γｊｏ〃ty”sWeberanddeBeaufort，Fish・Ｉｎｄ.Ａus･Archip、1936,vol・７，ｐ･３１３．

ｐγｉｓがpo”ｏＭｅｓａｒｇｙｒ０ｇγα〃伽c"sFowler，Ｂｕｌｌ．Ｕ､Ｓ･Nat．Ｍus.,vol、１１，１９３１，ｐ、１８９．

ｐγｉｓが’0腕ｏＭｅｓ/y”ｓSmith，Ann，Mag．Ｎat・Hist、Ser、１２，Ｖo１．７，１９５４，Ｐ、486-488,ｐ１．１０．

ｆi９．Ａ．

ｐγｉｓが'0”ｏｉｄｃｓαγgyγ０９γα〃〃c"sMatsubara，Ｆｉ苔ｈＭｏｒｐｈ，ａｎｄHier，Ｐａｒｔ１，１９５５，ｐ、６６４．

供試標本

３個体，標準体長374-395ｍｍ石垣島，１９５９年10月。

１個体，標準体長190ｍｍ，那覇魚市場，1962年11月。

記載

１．計測・計数的形質：計測数はすべて標準体長を１００として，それぞれの長さを百分率で示

すこととする。以下すべてこれにならう。体高30.8～32.1,体１幅16.6,頭長32.6～33.7,両眼間Ⅲ

隔９．５～10.7,上顎長13.7～14.4,眼径9.1～9.5,吻長10.5～12.1,眼下藝幅5.8～6.1,尾柄高

10.3～10.7,胸鰭長28.4～30.7，最長背鰭鰊（第４または第５鰊）14.2～15.5，最長背鰭軟条（

最後の軟条）15.2～18.4，最長霄鰭軟条〔最後の軟条）14.2～18.4），腹鰭練長13.9～15.8，最

長腹鰭軟条（第１軟条）24.2～29.2.側線上の有孔鱗数50～52,側線上方鱗数７～８Ｊ側線下方

鱗数13～14,頬鱗数７，鯉紹数５～１０＋11～14.鰭条数：Ｄ・Ｘ１１;Ａ・Ｈ８；Ｐ、１６;ｖ、１５；

Ｃ，分岐軟条８＋７．幽門垂数５．

２．形態：体はやや延長し，側扁している。眼隔域は広くて平坦。眼の前方外郭はやや膨出

し，吻端までの傾斜はやや急|唆である。吻はかなり円鈍。両鼻孔は小さくて互に接近している。

後鼻孔はやや円く，前鼻孔は皮弁でおおわれる。後鼻孔は眼に近接し，眼縁との距離は吻長の約

５分の１．前鯛蓋骨の後縁は弱い鋸歯状縁をなし，主畑蓋骨後縁の鰊も弱い。□は大きく，上顎

後端は眼の前縁と眼の中心とのやや中間まで延びている。眼は大きい。両顎には数列の歯があ

り，外列歯はよく肥大している。上顎の前方には１対の特に大きな犬歯があり，内側には細長い

絨毛状歯帯が延びている。下顎内側の絨毛状歯帯は前方の部分に限られ側部にはない。鋤骨およ

び口蓋骨に歯がある。舌上に歯はない。鋤骨歯は三角形。口蓋骨上の歯帯の幅は本属魚類のうち

最も広い。胸鰭は鎌状に延長する。背鰭および臂鰭の最後の軟条は延長する。尾鰭はやや深く２

叉する。

３．色：生鮮時は体は紫紅色で虹色光沢を帯びている。また頭部には紫紅色と黄色の横縞が

あり，この紫紅色の横縞はフォルマリン漬標本においても黒色縞として残存する。

４．分布：南日本・支那・琉球・台湾・東印度諸島・Andamans・Singapore・

Mauritius．

付記

本種は琉球一円に広く分布すると思われるが，漁獲量は少〈，余り一般の注意をひかない。他
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Fig.２０．Ｐγｉｓ〃’0”0i`Ｃｓαγgyγ０９γα"zｿﾞ"zczls（ＣｕｖｉｅｒｅｔＶａ]enclennes)，
ｎｎｅｓ３８０ｍｍ、ｉｎｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

のヒメダイ属！(((類に比べ頭部が大きく，体がなんとなく強硬な感じを受け，他種と混同すること
は少い゜

ヒメダイ属

ＰγjsifiPo77zojmcssfC6o/“Z（Bleeker）

CﾉWzeimがcγzCsSchlegel，FaunaJap、1844,ｐ､７８，ｐ１．３７，ｆi９．２．

Ｃ"αciioPifcγzJssicDo/`〃Bleeker，Verh．Ｂａｔ、Gen.，vol、２６，１８５７，ｐ、２０．

Boz(ﾉｃｒｓｉα〃/“/αJordanandEvermann，Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ，Fish・Ｃｏｍｍ.，vol、２２，１９０２，ｐ、１８３，
ａｎｄｉｂｉｄ、1903,ｖｏＬ２３，ｐ、２３７，fig,９８．

C〃αcjoがcγzfs‘zf6jzJsGunther，Cat、Fish・Ｂｒit．Ｍus.，ＶＯＬ１，１８５９，ｐ，385．

Pγjsfipo"zoj`cssZcbo/`jjJordanandThompson，ProＣ・Ｕ．Ｓ、Nat．Ｍus、ＶＯＬ３９，１９１１，ｐ’
４６２，ｆi９．６．

UJazJ/αsicDoJ`jZJordanandJordan，Ｍｅｍ、CarnegieMus.，Ｎｏ．１，Dec.，1922,ｐ､４９．
PﾌﾟﾊｵﾉPC"zoi`ｃｓｆ〃α/"e"j0s"sFowler，ＢｕｌＬＵ．Ｓ・Nat．Ｍus、ＶＯＬ１１，１９３１，ｐ、１９１．－

Matsubara，FishandMorph、Hier，Ｐａｒｔ１，１９５５，ｐ、664．

P7fsがPC"zoj`cssjc6oJ`ZjSmith，ＡｎｎａｌｓａｎｄＭａｇ．Ｎat、Hist，Ser，１２，vol、７，１９５４，ｐｏ４９０，
ｐ１．１０，fig・Ｑ－ＴｏｍｉｙａｍａａｎｄＡｂｅ,Eecycl・Zoologica，ｐｔ，２，１９５８，ｐ、173,ｆｉｇｏ５１１．

供試標本

１個体，標準体長200ｍｍ，那覇魚市場，1963年５月。
３個体，標準体長247～300ｍｍ，石垣島，1959年10月。
記載

１．計測。計数的形質：体高26.1～29.0,体幅16.3～17.0,頭長29.6～30.5,両眼間隔8.5
～10.3,上顎長9.7～11.0,眼径8.0～10,0吻長7.5～8.3,眼下幅2.4～2.7,尾柄高7.8～9.0,胸
鰭長27.5～30.2，最長背鰭刺【〔第４疎）12,1～13.3，最長背鰭軟条（最後の軟条）13.4～15.0，
最長臂鰭練〔第３練）8.5～8.7，最長臂鰭軟条〔最後の軟条）12.5～14.3,腹鰭刺i長12.9～13.3，
最長腹鰭軟条（第１軟条）18.5～20.0．側線上の有孔鱗数70～73,側線上方鱗数８，側線下方鱗
数15～16,頬鱗数７，鰕杷数８～10＋20．鰭条数：ＤｏＸ１１;Ａ、Ｈ８；Ｐ、１６；ｖ，１５；ｃ・分
岐軟条８＋７．幽門垂数８．

２．形態：外形はPristipomoidesauricillaに似て，体は延長し，幾分側扁する。眼隔域
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は平坦で，吻は幾分細長く尖っている。眼下１幅は狭く，眼径の約３分の１ないし４分の１．両鼻

孔は小さく，互に接近し，前鼻孔は吻端と眼の前縁のほぼ中間に開口している。眼と後鼻孔の間
の距離は吻長の約５分の３．前lllLI蓋骨の縁は細かい鋸歯状となり，主畑蓋骨後縁部にはややり]瞭

な２疎がある。眼は大きい。□は普通大で斜位。上顎歯は数列に並び，その外側の１列の歯はや

や肥大し，内側の歯は絨毛状歯帯をなす。下顎歯の外列歯はやや肥大している。内側の絨毛状歯

帯は前部に限られ，側方にはない。鋤骨，口蓋骨および舌上に絨毛状歯がある。鋤骨の絨毛状歯

帯は三角形の底辺部が後方に突出して十文字形（槍穂状）となっているのが特徴的である。口

蓋骨の絨毛状歯帯は非常に幅が狭い。ヒメダイ属中で舌上に歯を持つものは本種に限られてい

る。胸鰭はやや鎌状で，延長する。背鰭および轡鰭の最後の軟条は延長し，尾鰭は深く２叉する。

liT Ｌ

■

？

Ⅲ岬Ｍ１Ｂｌ
Mrl癖、`､』

■毎

ｈ■

［ 印

Fig.21.Pγjsif”0？"OidcssiicDo/`j/(B1eeker)300ｍｍ､ｌｎ

ｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

３．色：生鮮時には頭の上部および体の背部は暗紫褐色で，下部に行くに従い淡色となり，

腹部は淡黄褐色を帯びた銀白色。頭頂部には特別な斑紋はない。背鰭は黄色で辺縁部は暗紫褐

色。胸鰭。腹鰭。瞥鰭などは淡褐色。尾鰭は暗紫褐色。フォルマリン固定標本では背部は淡褐
色，腹部は淡色を呈する。

４．分布：日本中部以南の各地。琉球。HawaiioMadagascaroMauritｉｕｓｏＢｏｕｒｂｏｎｏ

ＲｅｄＳｅａ・Natalなど。

付記

Fowlerd931)，松原（1955）は本種をPristipomoidesfilamentosusとしPosiebo1dii

はシノニームとして扱っているが，Abed957）によると，Ｐ・fi1amentosus〔Cuvieret

Valenciennes）のtypespeclmenは舌上に歯を持たない。このことからＰ・filamentosus

はＰ・sieboldiiと別種とすべきであり，筆者はＰ、filamentosus，Pomicrolepis（Bleeker）

およびＰ、filamentosusroseus〔Caste1nau）の３種はシノニームとして扱う方が適当と考
えるが，なお詳細に検討の必要がある。本種は海洋のBankの傾斜面で約100～200ｍの水深で普
通１本釣漁業により漁獲される。

キマダラヒメダイ

ＰγｉｓｔｆＰｏ"zo”Ｃｓα"γｉｃｊ〃α〔Jordan，Evermann＆Tanaka）

Aγﾌﾞ0ｶﾞﾉﾉoazzγjcj〃aJordan,Evermann＆Tanaka，Proc1Calif・Acad・Ser、４，Ｖ０１．１６，１９２７．
ｐ、668．ｐＬ２３ｆｉｇ，３．



232 篠原：琉球産フエダイ科魚顛の形態・分如ならびに分布に関する研究

PγﾊｵｶﾞPo7"ｏｆ`Ｃｓ(zz〃icj〃αＡｂｅ，RecordsOcea、WorksJapan，vol、５，ｎｏ、2,1960,ｐ・’161-165,

ｐ1．１．，

供試標本

１個体，標準体燵265ｍｍ，那潤魚ＴＩ丁場，1959年４ﾉ]。

３個体，標準体長220-265ｍｍ，那覇魚市場，1962年11月。

記載

１．計測・計数的形質：体高29.1-29.7,体'|'副7.3-18.1,頭踵29.7-32.3,両眼間隔9.8-

10.9,上｣顎長10.6-11.4,llR径8.2-9.1,吻長8.2-9小眼下''１畠3.1-3.2,尾柄高8.6-9.I胸

鰭長28.2-29.3,腹鰭長20.4-22.6，最長背鰭iMi〔第４または第５刺013.3-13.6，最長背鰭軟

条（最後の軟条）13.6-15.2最長臂鰭刺!〔第３刺！）8.6-9.1，最長瞥鰐軟条（最後の軟条）13.6

-14.化腹鰭練長12.5-14巾最長腹鰭軟条（第１軟条）20.4-22.2．側線上の有孔鱗数70-

72,側線上方鱗数８，側線下方鱗数16,頬鱗数６.鰭条数：Ｄ・Ｘ１１；ＡＨ８；Ｐｏ１６;ｖ，１５；

C・分岐軟条８＋７．１３k１１１'て|垂数５－６．岨絶数７－１１＋17-20.

2.形態：体はやや細長い楕円形で，幾分側扁する。眼隔域は広く，平坦で，鱗をこうむらな

い。吻はかなり細く尖っている。眼下幅は狭くて，眼径の約５分の２程度。両鼻孔は小さくて互

によく接近している。後鼻孔は｢'｣くり|】孔し，前鼻孔は皮弁でおおわれている。後鼻孔と眼縁との

距離は吻長の約２．５分の１･前川蓋骨の縁辺は細かい鋸歯状となり，主ｌＩｉＭ蓋骨には弱い２jlDliが認

められる。口は普通大で斜位。上顎骨後端は眼の前縁よりやや後方まで延びる。上顎歯は数列に

並び，その外側の１列の歯はやや肥大し，内側の歯は絨毛状歯帯をなす。下顎歯も外側の１列の

歯はやや大きく肥大し，その内側は前方の部分に限って絨毛状歯帯がある。鋤骨および口蓋骨に

絨毛状歯を持つ。舌上に歯はない。鋤骨上の絨毛状歯帯はやや三角形で，ヒメダイとはこの点で

顕著に異なっている。胸鰭はやや鎌状で長く延長する。背鰭および臂鰭の最後の軟条は延長し，
尾鰭は深く２叉する。

３．色：生鮮時は頭部は暗紫色で頭部側面に２条の黄色縦帯がある。上方のものは主腿蓋骨

から眼を横切り前頭部におよび，下方の黄色縦帯は胸鰭の基部から主岨蓋骨を横切り，眼の後下

縁部におよんでいる。休部の地色は頭部と同じ暗紫色で，その間に不規則な黄色斑紋が入り混っ

ている。背部では黄色斑の方が地色に優っており，腹部に下るにしたがい黄斑はまばらに散在す

ｎｎＴＩ

ｒａ
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Ｆ

】

■

Fig.２２．ＰγjstjPo7"0'`csazzγfciJ/ａ（Jordan，Ｅｖｅｒｍａｎｎ＆Tanaka)，
２５５ｍｍ，ｉｎｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｌｌ．
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るようになる。フォルマリン液漬標本では，やや新しい間は暗色に淡色がまじり斑紋が認められ

るが，古い標本では斑紋は次第に消滅して一様な淡暗褐色となる。

４．分布：八丈島．小笠原島附近・琉球・Hawaii。

付記

本種はＡｂｅ（1960）によって始めて日本に分布することが報告された。本種は外形ではヒメ

ダイによく似ているが，両者は生鮮時にはその体色から明らかに区別できる。なお外部形態を詳

細に調べた結果では，本種はヒメダイとオオヒメのちょうど中間型の形態をそなえている。以上

３角種間の区別点は第６表に示した通りである。本種は従来琉球から知られていなかった。

Ｔａｂｌｅ６．Differencesbetweenthe3speciesofPristipomoides

.～Ｓｐｅｃｉｅｓｌ～

Charactef百－－－，
Ｐｒｉｓｔｉｐｏｍｏｉｄｅｓ
ｓｉｅｂｏｌｄｉｉ

Ｐ・ｆｉｌａｍｅｎｔｏｓｕｓ

ｒｏｓｅｕｓ
Ｐ・auricilla

Ｐｏｒｅｄｓｃａｌｅｓｉｎ

ｌａｔｅｒａｌｌｉｎｅ

Ｇｉｌｌｒａｋｅｒｓ

Ｓｈａｐｅｏｆｖｏｍｅｒｉｎｅ
ｔｅｅｔｈ

Ｔｅｅｔｈｏｎｔｈｅ

ｔｏｎｇｕｅ

２ｎｄｓｕｂｏｒｂｉｔａｌ
ｓｈｅｌｆ

Ｎａｓａｌｂｏｎｅ

70-7270-72 60-65

7-11＋17-20

tｒｉａｎｇｕｌａｒ
ｐａｔｃｈ

８－１０＋２０

ｄｉａｍｏｎｄ－ｓｈａｐｅｄ
ｐａｔｃｈ

5-8＋14-16

tｒｉａｎｇｕｌａｒ
ｐａｔｃｈ

aｂｓｅｎｔaｂｓｅｎｔｐｒｅｓｅｎｔ

ｂｒｏａｄ

ｎａｒｒｏｗａｎｄｓｍａｌｌ

ｂｒｏａｄ

ｒａｔｈｅｒｌａｒｇｅ．

ｎａｒｒｏｗ

ｎａｒｒｏｗａｎｄｓｌｎａｌｌ

オオヒメ

ルノsｵｊＰｏ醜ｏＭｃｓ′j/α碗c"'０s"ｓγOSC"ｓ（Castelnau）

ＡＰ〃αγe"ｓγosez4sCastelnau，EssaylchthyologyofPortJackson、Proc・Ｌｉｎｎ，NewSouth

Wales，vol、３，１８７９，ｐ、373-374.

Ａ，γｊ０〃γOSC"ｓＭｃＣｕｌｌｏｃｈ，StudiesinAustralianfishes･ｎｏ、４，Rec・Ａｕｓｔ，Mus.，vol、９．

1917,ｐ、173-174,ｐ１．３０．

Ｐγ/s〃’0”0ＭＣｓ／ﾉﾉα〃e"t0s"ｓγOSC"ｓＡｂｅａｎｄＴａｋａｓｈｉｍａ，Ｂｕｌｌ・TokaiRegionalFish，

ReserchLab.，Ｎｏ．1956,ｐ、15-19．

ルノs〃PC"oides伽cγ0にＰｊｓＦｏｗｌｅｒ，Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ・Nat．Ｍｕｓ.，vol、１１，１９３１，ｐ、190.-Ｓｍｉｔｈ，

ＡｎｎａｌｓａｎｄＭａｇａｚｉｎｅＮａｔ・Hist.，Ser、１２，Ｖo１．７，１９５４，ｐ、488-489,ｐ１．１０，fig･Ｂ、

ＡＰγｊｏ〃（〃ｉｓ〃ＰＣ腕ojdes）沈此γｏ化ＰｊｓＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａｕｆｏｒｔ，Ｆｉｓｈ，Ｉｎｄ，Ａｕｓ・Archip、1936．

vol、７，ｐ、３１２，Ｆｉｇ．６６．

試供標本

２個体，標準体長270-300ｍｍ，石垣市魚市場，1959年４月。

２個体，標準体長200-205ｍｍ，石垣市魚市場，1959年10月。

４個体，標準体長175-180ｍｍ，那覇魚市場，1962年11月。

記載

１．計測・計数的形質：体高23.5-31.3,体幅16,6,頭長29.3-33.3,両眼間隔10.0-10.7,
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上甑長11.0-12北限篠7.3-9.4,吻長9.0-9.9,眼下''１扇3.7-4.4,尾柄高9.0-9.5,胸鰭長

26.5-28.3,腹鰭長19.5-24.4，最長背鰭刺！（第４または第５刺！）12.5-13,3，最長背鰭軟条）
〔最後の軟条）14.0-16,7，最長響鰭iluIi（第３純）7.5-8.7，最長臂鰭軟条（最後の軟条）'13.2
-15.3,腹鰭疎長13.5-15.3，最長腹鰭軟条（第１軟条）19.5-23.0．側線上の有孔鱗数60-65,
側線上方鱗数７－８，側線下方鱗数14-15,頬鱗数７．鰭条数：，.Ｘ11；Ａ，１８；ｖ、１５；
P､１６;Ｃ・分岐軟条８＋７.幽門垂数８－１０.IWLl杷数５－８＋14-16。癖

Fig.２３．ＰγjsifjPoﾌﾞﾉzoj`Ｃｓ／jJa”c"/oszzsγOSC"ｓ（Castelnau),２７０
ｍｍ･ｌｎｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．

２．形態：体は長楕円形で，よく側扁する。眼隔域はやや広く，平坦で鱗をこうむらない。
､吻はやや円鈍で，その上部外郭は急|唆になっている。両鼻孔は小さくて互に接近し，後鼻孔は円
く開孔している。前鼻孔辺縁の皮弁は発達が悪く前鼻孔をおおっていない。後鼻孔と眼縁との距
離は吻長の約３分の１．前lMEI蓋骨の辺縁は細かい鋸歯状となり，主鯉蓋骨後方の〕陳はあまり明瞭
でない。口は普通大で，上顎後端は眼の前縁よりもやや後方下まで延びる。眼は普通大ｑ両顎歯
は比較的小さい。上顎歯の外列歯は１列のやや肥大した歯からなり，その内側には絨毛状歯が列
生している。下』顎歯も内側の絨毛状歯帯が前方の部分に局限される以外は上顎歯とよく似ている。
鋤骨および口蓋骨に絨毛状歯を持つ。舌上に歯はない。鋤骨絨毛状歯帯は三角形。口蓋骨の歯帯
のll1Eiは著しく狭い。胸鰭はやや鎌状で長く延びる。背鰭および樗鰭の最後の軟状は延長する。尾
鰭は深く２叉する。

３．色：生鮮時は背部は暗赤紫色で幾分青味がかった螢光を発する。側線から下方に下るに
したがい淡くなり，腹部では銀白色が強くなる。頭頂部は暗赤紫色で，濃紫色のゴマ様の斑点が
頭頂部一帯に散在している。フォルマリン液浸標本においても，このゴマ様斑点は明瞭に認めら
れ，有効な種の特徴となりうる。新鮮な標本では背鰭の上縁および尾鰭の後縁は鮮紅色を呈し，
特徴の一つになっている。

４．分布：八丈島。小笠原島。琉球。QueenslandoNewSouthWales。
付記

Ｆｏｗｌｅｒ〔1931）のPristipomoidesmicrolepisは本種の異名と思われ，またWeberと
deBeaufortd936）のAprion（Pristipomoides）microlepisも本種の異名と思われる。
本種は従来琉球から知られていなかった。
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キンメヒメダイ

ＰγZsガＰＣ"zoic北ｓ／ZazﾉﾉPi7z7zZsShinohara

P7jsｵｺﾞｶ07"ｏｆ`Ｃｓ／/αUjPj7z"isShinohara，Ｂｕｌｌ，Ａｒｔｓ＆ScienceDiv、RyukyuUniv、
Mathematics＆NaturalSci・ｎｏ、6.1963,ｐ､４９，ｆi9．１，

供試標本

３個体，標準体長264-295ｍｍ，那覇魚市場，1962年11月。

２個体，標準体長260-352ｍｍ，糸満町魚市場，1959年４月。
記載

１．計測。計数的形質：体高28.0-31.5,体''１副8.1,頭長30.0-32.9,両眼間隔9.1-9.8,
上顎長12.8-13.6,眼径8.1-9.8,吻長9.8-11.4,眼下'|肩4.5-5.0,尾柄高9.7-9.9,胸鰭長
28.9-30.8,腹鰭長24.1-25.3，最長背鰭iMi（第５ilnIi）14.0-14.5，最長背鰭軟条（最後の軟条
）168-17.9，最長啓鰭鰊（第３刺i）8.6-9.5，最長瞥鰭軟条（最後の軟条）14.2-16.0,腹鰭
鰊長14.2-15.5，最長腹鰭軟条〔第１jM、23.4-24.4．側線上の有孔鱗数59-62,側線上方鱗数
７－８，側線下方鱗数15,頬鱗数６．鰭条数：ＤｏＸ１１；ＡｏｌＩ８；ｖ、１５；Ｐ、１６．幽門垂数５
－６（大部分は５本）。鯉犯数６＋１７．

２．形態：体はやや細長く延長し，かなり側扁する。眼隔域は広く平坦で，鱗をこうむらな
い。吻はやや尖り，前頭部から吻にかけて次第に細くなっている。両鼻孔は大いに接近してい

る。後鼻孔は前後にやや細長く開孔し，前鼻孔は円くて皮弁でおおわれている。口はかなり大き

くて，少くし斜位。上顎後端は眼の前縁下より幾分後方にまで延びる。眼は中位に大きく，眼下
幅はナガサキフエダイに次いで大きく，その幅は眼径の0.5-0.6倍である。上顎歯は数列に並
び，外側の１列はやや大きな歯が並んでおり，前方の１対一の歯は特に大きくて犬歯状である。内
側の歯は絨毛状歯となっている。下顎は前方から側方にかけてやや肥大した歯が１列に並び，そ

の内側は前方の部分にのみ絨毛状歯が列生している。鋤骨および口蓋骨に絨毛状歯がある。舌上
に歯はない。鋤骨絨毛状歯帯は底辺が幾分くぼんだ三角形をなし，口蓋骨上の絨毛状歯帯の幅は
オオヒメに比べてかなり広い。胸鰭はやや鎌状をなし，長く延びる。背鰭および瞥鰭の最後の軟
条は延長する。尾鰭は深く２叉している。

３．色：生鮮時には背部は淡赤紫色で，青味がかった螢光を発し，その間に幾分黄色の色合

iili・鍼
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Fig.２４．Ｐγｉｓﾒｶﾞ’０"zoj`ｅｓノノ“ｉｐｊ""isShinohara，２９０ｍｍ・ｉｎ
ｓｔａｎｄａｒｄｌｅｎｇｔｈ．
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いもまじって見られる。側線から下方に行くにしたがい淡くなり，腹部は淡い黄色をまじえた銀

白色になる。頭頂部は暗紫色の地色に黄色斑紋がちょうど虫喰い跡状に広がっている。この斑紋

はフォルマリン液浸標本においても認められ，分類上有効な特徴になる。背鰭と瞥鰭は黄色。胸

鰭と腹鰭は淡く，赤味を帯びた淡黄色。尾鰭は縁辺部は黄色で，中央部は紫褐色を呈する。

４．分布：琉球一円。

付記

本種はオオヒメとよく類似している。しかしながら後者では，背鰭の上縁部および尾鰭の後縁

部は紅色を呈すること，口蓋骨上の絨毛状歯帯の幅が本種の約２分の１であること，幽門垂が本

種では５－６本〔大部分は５本）であるのに対し後者では８－１０本（大部分は８本）であるこ

と，眼下幅が広いなどの諸点で明らかに両者は区別することができる。なお筆者はヒメダイ属の

各種類の特徴を比較検討した結果，Ｊ・ＬＢ、Ｓｍｉｔｈ（1954）も示唆しているように，Pristipo-

moidesmicrolepis（B1eeker）およびPristipomoidesfilamentosus（Valenciennes）は

P､filamentosusroseus（Castelnau）と同種異名であろうという考えが益々強まった。本種は

琉球近海の100-200ｍの水深の堆礁で漁獲されるが，その量はオオヒメの10分の１にも足りない。

チビキモドキ属

ＧｅｎｕｓＡＰγjolzCuvieretValenciennes

APｸﾞﾉ0〃CuvieretValenciennes，Hist．Ｎat･Poiss.，ｖｏｌ、６，１８３０，ｐ、５４３．

s〃γｏＰｓｊｓＫｎｅｒ，Sitz･Ber・Ａｋａｄ･Wiss・Ｗｉｅｎ，vol、５８，１８６８，ｐ、２７．

外部形態：体は細長く延長し，ごく弱く側扁する。体は中庸大の弱い櫛鱗でおおわれる。側

線は完全で背部外郭に並行する。頭は普通大でやや細長く，眼隔域は広く平坦で，鱗をかぶらな

いｄ吻部はやや長く突出し，吻端と眼を結ぶ線上に溝が走っている。□はやや大きく，斜位で，

主上顎骨は前部のみ眼前骨でおおわれている。両顎は犬歯，犬歯状円錐歯および絨毛状歯をそな

えるが，臼歯はない。上顎は少し仲出さすことができる。鋤骨および口蓋骨に歯がある。前鯉蓋

骨辺縁は平滑。鯛紹はやや長く，鰕組数は普通。脊椎骨数は24個。鯛条骨数は７本。背鰭は１基

で切れ込みはなく10疎11軟条。胸鰭は16軟条，腹鰭は１疎５軟条，脅鰭は３鰊８軟条。背鰭およ

び響鰭の最後の軟条は延長し，鰭上に鱗をこうむらない。胸鰭は鎌状に延長することなく短小で

ある。幽門垂数は５本。

内部形態：額骨上面は特に平坦となり，幅も広い。筋骨上後部は，長さも幅もやや大きく，

その中央部は膨出している。上後頭骨隆起の発達は不良で，ろ頂骨の隆起およびこれに続く額骨

の隆起は比較的低い。囲耳骨域の膨出の程度は弱い。額骨の中央よりやや前方に１対の感覚管の

開口が見られるが，開口は小さい。副喫骨の前方下面中央部はやや膨出している。左右の翼模骨

の下縁はやや広く左右に離れている。鎖骨上部の鰊状突起の後縁はゆるやかに湾入している。動

眼筋室の後部の開口は小さい。

アオチピキ

ＡＰγｊｏ〃zWcscc〃sCuvieretValenciennes

APrjo〃zWcsse"sCuvieretValenciennes，Hist．Ｎat･Poiss.，vol、６，１８３０，ｐ､544,ｐ１．１６８．

－Gunther，Cat・Fish・Ｂｒit．Ｍus.，vol、１，１８５９，ｐ､８１．－Jenkins，Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ・Ｆｉｓｈ
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Ｃｏｍｍ,，vol２２，１９０２，ｐ、452,-Snyder，ＢｕｌＬＵ．Ｓ･ＦｉｓｈＣｏｍｍ.，vol，22,1902,ｐ､527；－

ＪｏｒｄａｎａｎｄＥｖｅｒｍａｎｎ，Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ・ＦｉｓｈＣｏｍｍ.，ｖｏＬ２３，ｐｔ，1,1903,Ｐ、２３６，ｆi９．９９－

JordanandStarks，AnnoCarnegieMus”ｖｏＬ１１，Nos'３－４．１９１７，Ｐ，４５０．－Fowler，

Ｍｅｍ，BishopMus.,vol、10,1928,ｐ，193,ｐ１．１６，fig．Ｃ；Ｂｕｌｌ．Ｕ、Ｓ・Ｎat．Ｍus．，ｖ０１．１１，

１９３１，ｐ、185.-ＷｅｂｅｒａｎｄｄｅＢｅａｕｆｏｒｔ，Fish・Indo-AustralianArchipvo１．７，１９３６，

ｐ、311.＿Smith，ＳｅａＦｉｓｈ、ＳｏｕｔｈAfrica（４ｔｈｅｄ.）1961,ｐ、２５１，ｆi９．６２５．－Matsubara，

FishMorphol・Hier.，ｐｔ、１，ｐ、664．

Ａｐｒｊ０〃（ＡＰ７ｊ０"）〃/γcsce〃sB1eeker，Atlasldhthlnd・Neerland.，ＶＯＬ8,1867-1877,ｐ、７７．

C"ａｅｆｏがeγzzs〃zjcﾉboc〃jrB1eeker，Ａｔｌａｓｌｃｈｔｈ、Ｉｎｄ・Neerlando，vol、7,1873-1876,ｐ１．２９３，

ｆi９．３．

供試標本

２個体，標準体長280-360ｍｍ，糸満町魚市場，1959年４月。

３個体，標準体長126-370ｍｍ，糸満町魚市場，1959年７月。

記載

１．計測。計数的形質：体高23.8-27.6,体''1国14.1-16.8,頭長30.0-33.5両眼間隔9.4-

11.4,上顎長11.6-13.6,眼径6.1-9.5,吻長１１．１－１２．９，眼下Il1Ei4､０－５．８，尾柄高7.8-8.8,

胸鰭長12.2-13.5,腹鰭長15.7-17.0，最長背鰭il魂（第３または第４iMi）10.3-11.1，最長背鰭

軟条〔最後の軟条）8.7-10.0，最長樗鰭疎（第３鰊）6.2，最長瞥鰭軟条（最後の軟条）９．４，

腹鰭練長11.9，最長腹鰭軟条（第１軟条）16.5．側線上の有孔鱗数48-50,側線上方鱗数８，側

線下方鱗数15-16,頬鱗数６.鰭条数：ＤｏＸ１１；ＡｏＨ８；ｖｏＩ５Ｐｏ１７ｏ幽門垂数５.鯉杷

数７＋14-15.

2．形態：体は細長い紡錘形で，側扁度は弱い。眼隔域は広く平坦で，吻端はやや円鈍とな

る。□は斜位でやや大きいが，上顎後端は眼の前縁下に達しない。眼はやや小さく，吻は長い。

両鼻孔は円く開孔し著しく近接している。鼻孔縁の皮弁はあまり発達していない。鼻孔の下方に

は眼の前方から吻端の方向に走る浅い溝があり特異的である。上顎歯は外側の１列の歯は大きく

犬歯状となり，その内側に絨毛状歯帯が並んでいる。下顎では側。後方は１列の歯からなり，前

方は外側に１列のやや大きな犬歯状歯が並び，その内側に絨毛状歯帯が拡がっている。両顎とも

前方の１－２対の歯は特に大きく，犬歯状となっている。鋤骨には逆Ｖ字形の絨毛状歯帯があ

り，口蓋骨にはやや幅広い絨毛状歯帯が延びている。舌上に歯はない。尾柄は細く，尾鰭は深く》
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２叉する。背鰭および臂鰭の最後の軟条は幾分延長している。各鰭の練条は弱い。胸鰭は腹鰭よ

りも短い。

３．色：体は生鮮時には背部暗紫青色で腹部に移るにしたがい次第に淡くなり，下部はほと

んど銀白色に近い。背鰭・腹鰭および臂鰭の鰭膜は暗色で，胸鰭および尾鰭は暗黄緑色を呈する。

４．分布：高知・琉球・Philippines・東印度諸島・Ceylon・Seychelles・Reunion・

Queensland・Hawaii。

付記

本種以外のすべてのフエダイ科魚類では不完全神経間疎は３本あるのに対し，本種では２本で

あることが著しい特徴であり，なお胸鰭が腹鰭より短いことも本種のみの持つ特徴である。

ハマ ダイ属

ＧｅｅｎｕｓＥｆｃＪｊｓＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ

Ｅ〃ﾉﾉｓＣｕｖｉｅｒｅｔＶａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ，Hist．Ｎat・Poiss.，vol、２，１８２８，ｐ、１２７．

町c"ｓＳｗａｉｎｓｏｎ，Nat・Hist、Animals，Fishes，vol、２，１８３９，ｐ、202．

Efe〃""ｓＪｏｒｄａｎａｎｄＷ．Ｆ，Ｔｈｏｍｐｓｏｎ，ProＣ・Ｕ．Ｓ・Nat．Ｍus.，vol、３９，１９１１，ｐ､４６５．

外部形態：体はやや細長く延長し，側扁する。鱗は中庸大で，弱い櫛鱗かあるいは退化してほ

とんど円鱗に近い櫛鱗となっている。側線は完全で背部外郭に並行する。頭は普通大で，眼隔域

は広く，平坦で，鱗をこうむらない。眼は大きい。口は大きく，斜位で，主上顎骨の大部分は眼

前骨でおおわれる。上顎はごくわずかに伸出さすことができる。主上顎骨の後縁は眼の中心下方

にまで達する。両顎には鋭く尖った犬歯状円錐歯が発達し，内側には絨毛状歯帯が並んでいる。

臼歯はない。鋤骨および口蓋骨に絨毛状歯がある。舌上に歯はない。前鯛蓋骨縁辺は微小な鋸歯

をそなえ，欠刻はない。鯛細の状態は種類によって差異が見られる。脊椎骨数は24個。鯛条骨数

は７本。背鰭の練条部は後方に次第に低くなり，鰊条部と軟条部の間に深い切れ込みが見られる

が決して分離することはない。背鰭は10鰊11軟条。胸鰭は16軟条。腹鰭は１鰊５軟条。臂鰭は３

鰊８軟条。幽門垂数は５本。背鰭および臂鰭の最後の軟条はやや延長するがそれぞれ第１軟条よ

りは短い。

内部形態：額骨上面はヒメダイ属のそれに似て，やや幅広く平坦で，上後頭骨隆起を遮断する

明瞭な１境界線がある。この骨の中央よりやや前方に１対のやや大きな感覚管の開口がある。筋

骨上後部はやや幅広く，よく発達している。筋骨一鋤骨隆起はかなり発達している。前額骨の前

後の厚味は薄く，したがって前額骨の側方への張り出しは薄く板状となっている。上後頭骨隆起

の発達の程度は中位で，ろ頂骨上の隆起はとくに低い。囲耳骨域はごくわずかに膨らんでいる。

副喫骨の前方下面はやや幅狭く，その中央部は溝状にくぼんでいる。左右の翼模骨の下縁は離れ

ている。鎖骨上部の練状突起の後縁の湾入の角度は種類により鈍角のものおよびほとんど直角に

近いものなどあり，一定しない。動眼筋室の後部開口は大きい。

種の検索

a’上下両顎外側列の歯は鋭く，強大。尾鰭は中庸に２叉する。鯛杷数３－４＋８－９

……………..…….………………………………………ハチジョウァカムッＥ･ｍａｒｓｈｉ

ａ２両顎外側列の歯は上顎の１対を除いては小さい。尾鰭は深く２叉し，その上葉は特に延長し
ている。鯛紺数４－９＋13-16………･……………･…･……………ハマダイＥ･carbunculus


